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開催1日目　11月8日（木）
時 間 内 容

12:30〜13:00 青連協連絡協議会受付

13:00〜14:30 青連協連絡協議会
会場：岐阜グランドホテル　本館2階 孔雀の間

15:30～18:30
租税教育活動プレゼンテ―ション
会場：岐阜グランドホテル
　　　西館地下1階 ロイヤルシアター

19:00～20:30
部会長ウェルカムパーティー
会場：岐阜グランドホテル
　　　西館2階 ロイヤルホール

開催2日目　11月9日（金）
時 間 内 容

  8:30～  9:00 部会長サミット受付

  9:00～12:00
部会長サミット
会場：岐阜グランドホテル
　　　西館2階 ロイヤルホール

14:00～15:45
大会式典
会場：長良川国際会議場 メインホール（メイン）、
　　　4階大会議室（サテライト）

16:15～17:30
記念講演
会場：長良川国際会議場 メインホール（メイン）、
　　　4階大会議室（サテライト）

18:00～19:30
大懇親会
会場：岐阜都ホテル ボールルーム・漣の間・
　　　輝の間・青葉の間

同時開催　11月9日（金）
時 間 内 容

11:00～17:30 租税教育活動パネル展示
会場：長良川国際会議場 ホワイエ

11:00～15:00
（※飲食は13:45まで）

物産展
会場：飲食ブース　岐阜都ホテル2階
　　　販売ブース　長良川国際会議場
　　　　　　　　　岐阜都ホテル 連絡路
　　　　　　　　　岐阜メモリアルセンター
　　　　　　　　　第3駐車場

岐阜大会スケジュール
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交通アクセス

飛行機

羽田

那覇

札幌

愛知

松山 中部国際空港
［セントレア］

岐
阜

仙台

新潟

福岡

 札幌 − 中部国際空港［セントレア］ 
◦１日１０便
 仙台 − 中部国際空港［セントレア］ 
◦１日　６便
 羽田 − 中部国際空港［セントレア］ 
◦１日　３便
 新潟 − 中部国際空港［セントレア］ 
◦１日　２便
 松山 − 中部国際空港［セントレア］ 
◦１日　３便
 福岡 − 中部国際空港［セントレア］ 
◦１日１０便
 那覇 − 中部国際空港［セントレア］ 
◦１日　７便

＜中部国際空港［セントレア］から会場までのアクセス＞
 鉄道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・中部国際空港［セントレア］ 〜 名鉄岐阜駅（名鉄空港線「名鉄岐阜行き」）
　概算料金／1,340円　所要時間／約65分
・名鉄岐阜駅 〜 長良川国際会議場（タクシー）
　概算料金／1,500円 〜 2,000円　所要時間／約15分
 レンタカー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・トヨタレンタリース　　・ニッポンレンタカー　・タイムズカーレンタル
・オリックスレンタカー　・日産レンタカー

 バス
東京（東京駅）　　−　名古屋（名古屋駅）　−　岐阜 6時間

大阪（新大阪駅）　−　名古屋（名古屋駅）　−　岐阜 4時間

福岡（博多駅）　　−　名古屋（名古屋駅）　−　岐阜 10時間30分

 鉄道
東京（東京駅）　　−　名古屋（名古屋駅）　−　岐阜 3時間

大阪（新大阪駅）　−　名古屋（名古屋駅）　−　岐阜 2時間

福岡（博多駅）　　−　名古屋（名古屋駅）　−　岐阜 4時間30分

 レンタカー
名古屋（中部国際空港［セントレア］）　　　−　岐阜 2時間

名古屋（名古屋空港）　　　　　　　　　　−　岐阜 1時間30分

三ヶ日JCT

浜松

静岡I.C

静岡

清水JCT
富士I.C

富士

長泉沼津I.C
御殿場I.C
秦野中井I.C

厚木I.C

横浜町田I.C
東名川崎I.C

海老名JCT

大橋JCT
西新宿JCT

品川
代々木

新横浜

小田原

大阪

岐阜
羽島

富山

一宮JCT

美濃関JCT

美並I.C

豊田JCT

豊橋 東海道新幹線

東名高速道路
名神高速道路

大垣I.C

岡崎I.C

名古屋I.C
米原JCT

米原

京都東I.C
京都

岐阜各務原I.C

名古屋

郡上八幡I.C
ぎふ大和I.C
白鳥I.C
高鷲I.C

荘川I.C

白川郷I.C

五箇山I.C
福光I.C
砺波JCT

飛騨清見I.C

岐阜

東京

豊中JCT/I.C 豊川I.C中部国際
空港
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岐阜県庁

 岐阜アリーナ
（OKBぎふ清流アリーナ）

JR岐阜駅
JR東海

道本線 JR高山本線

大縄場大橋

忠節橋

岐阜公園 岐阜城

金華山

梅林公園

岐阜競輪場

岩戸公園

本荘公園

加納公園

八剣北公園

岐阜県美術館

岐阜南警察署

岐阜市科学館

岐阜市役所
鶯谷トンネル 岩戸トンネル

金華橋

岐阜メモリアルセンター

みんなの森
ぎふメディアコスモス

長
良
橋

鏡
島
大
橋

長良川

名鉄岐阜駅

JR東海道本線

名
鉄
名
古
屋
本
線

名鉄各務原線

岐阜グランド
ホテル

岐阜都ホテル
長良川国際会議場

柳
ケ
瀬
エ
リ
ア

❶ 岐阜都ホテル

❼ ホテル ルートイン 岐阜県庁南

� 岐阜ワシントンホテルプラザ

❷ 十八楼

❽ ホテル イルクレド岐阜

� 長良川観光ホテル 石金

❸ コンフォートホテル岐阜

❾ ホテル グランヴェール岐山

� ニュー岐阜ホテルプラザ

❹ ホテルパーク

� ホテルリソル岐阜

� サンホテル岐阜

❺ 鵜匠の家 すぎ山

� 岐阜グランドホテル

❻ 岐阜キャッスルイン

� ダイワロイネットホテル岐阜

大会会場地図
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　全国各地で開催されてきた「全国青年の集い」を岐阜で開催させて頂き、心から歓迎と感謝を申し上げます。

　法人会は租税の理解、望ましい税制・財政のあり方の提言、納税意識の高揚と税知識の普及啓蒙に努めることを責

務としています。税はまさに国家の礎であります。私たち青年部会が行ってきた租税教育活動は、日本の次代を担っ

ていく子供たちに税の仕組みや大切さを伝えるきわめて重要な取り組みです。その租税教育活動を更に進化させてい

くためにも、今後は国の財政の現状や課題、税の使い道についても考える機会を提供していくことが必要と考えます。

私たちにとって税は自社の経営にも直結します。私たち青年部会員は自らが税や税の使途について積極的に学び、地

域のリーダーとして国と社会の繁栄に貢献していかなければなりません。

　岐阜に深いゆかりがある人物として、戦国時代を駆け抜けた織田信長がいます。約４５０年前、信長はこの地を「岐

阜」と名付け、岐阜城を拠点とし、七徳の武を備えた者が天下を治めるという意の「天下布武」を掲げ、岐阜の地から

天下統一を目指すとともに、現在の岐阜のまちの礎を築きました。経済力の重要性を捉え、既得権を撤廃し誰もが自

由に商売ができる革新的な市場システムである楽市楽座政策を行い、貨幣価値の統一・関所の撤廃・道路の整備など

の商業振興を図り、人とモノの動きを活発にして経済を活性化させました。冷徹非道、戦上手といったイメージで語

られることが多い信長ですが、既成概念にとらわれない発想力とそれを実現する行動力で、岐阜の城下町を国内有数

の商業都市に発展させ、岐阜城下は「バビロンの混雑」と称されるほど賑わったとされています。

　「全国青年の集い　岐阜大会」は“未来を切り開く先駆けとなれ～「天下布武」発信の地　岐阜から～”をスローガンに

開催いたします。税のオピニオンリーダーたる法人会青年部会員が各種プログラムに参加することで、「公平に集め、

使われる」税について理解を深めるとともに、全国の同志と交流し、知見を広げ、織田信長のような発想力と行動力

をもつことの大切さについての気付きを得て頂く大会といたします。参加した法人会青年部会員が各地域に戻り、こ

れまで以上に発展的に法人会青年部会活動や自社の経営を行うことで地域経済を活性化させ、未来を切り開く先駆け

となることを信じて今大会を開催させて頂きます。

　企業と社会の健全な発展を目指す法人会青年部会員が、織田信長

のような既成概念にとらわれない発想力と、それを実現する行動力

でリーダーシップを発揮する姿を表現しています。

　中央には、岐阜駅のシンボル、「黄金の織田信長公像」をモデルに

した凜々しい立ち姿のシルエットを据え、背景には、信長が「天下

布武」を掲げ、天下統一の拠点とした岐阜城と金華山を配置してい

ます。また、清流長良川の清き流れを「青色」で表現しました。

●大会シンボルマーク

●大会スローガン

大会開催趣旨
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岐阜大会宣言

　かの織田信長は岐阜にゆかりの深い人物です。今から

約450年前、信長は岐阜城に本拠を移し、天下布武を掲げ、

岐阜の城下町を人と情報が集まる国内有数の商業都市へと

変貌させました。

　私たち法人会青年部会は、10年前より租税教育活動に積

極的に取り組み、全ての単位会で実施するという目標を成

し遂げ、毎年約40万人の受講生徒数を誇る法人会の主要事

業へと発展させました。

未来を切り開く先駆けとなれ
～「天下布武」発信の地　岐阜から～

　既成概念にとらわれない発想力とそれを実現する行動力

で、信長が新たな時代を切り開いたように、私たちは、国

や地域社会の未来を切り開くために、常にチャレンジを続

けなければなりません。

　私たちは、税や税の使途についてより深く学び、子供た

ちに税の使い道について考える機会を提供することによっ

て、租税教育活動の質的向上を追求します。

　そして、税のオピニオンリーダーとして、国の社会保障

制度が抱える課題解決に対しても主体的に取り組み、日本

の未来を担う子供たちのために、健康経営を通じて国の財

政健全化に貢献していくことを目指します。

　各地のリーダーが集結する岐阜の地で、私たちが同じビ

ジョンを共有し、持続可能な社会の実現に資する先駆けと

なることを決意して、大会宣言といたします。
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全法連青連協第2回連絡協議会

開催日時◦平成30年11月8日（木） 13:00～14:30
場　　所◦岐阜グランドホテル 本館2階 孔雀の間 岐阜市長良648番地　TEL.058-233-1111 
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全法連青連協第2回連絡協議会の様子
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租税教育活動プレゼンテーション

局　連 法人会名 テーマ

東 京 町田法人会
( 東京 )

まちだスタイル・「新・かねしばい」
出前型・イベント型・授業型

関東信越 川口法人会
( 埼玉 ) 小中学校租税教室

沖 縄 沖縄中部法人会
( 沖縄 ) ゆいまーるで租税教室

高 松 宇摩法人会
( 愛媛 ) こどもタウン

札 幌 札幌中法人会
( 北海道 )

租税教育の世代間伝播
～親から子へ、高校生から

小学生・中学生へ～

熊 本 阿蘇法人会
( 熊本 )

租税キャンプ
IN 古代の里キャンプ場

仙 台 米沢法人会
( 山形 ) ＺＥＩＫＩＮクエスト

金 沢 金沢法人会
( 石川 )

「税の使いみち総選挙２０１８」
～繋がる租税活動

福 岡 諫早大村法人会
( 長崎 ) 税ストリートの大冒険

東 京 山梨法人会
( 山梨 ) 租税プロジェクトシステム

広 島 宇部法人会
( 山口 )

書道パフォーマンス＆
吹奏楽とのコラボ

名 古 屋 飛騨法人会
( 岐阜 ) 身近な租税教室

全国各地より選抜された局連代表による租税教育活動プレ
ゼンテーション。各地の素晴らしい取り組みをご覧いただ
き、今後の活動の参考としてください。

開催日時◦平成30年11月8日（木） 15:30～18:30
場　　所◦岐阜グランドホテル 西館地下1階 ロイヤルシアター 岐阜市長良648番地　TEL.058-233-1111 
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租税教育活動プレゼンテーションの様子
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次　第
１） ウェルカム演奏
２） 開会
３） 主催者挨拶
　　全国法人会総連合青年部会連絡協議会　　　 会長　中村一朗
４） 大会会長挨拶
　　第32回法人会全国青年の集い岐阜大会　 大会会長　加藤　誠
５） 来賓紹介
６） 乾杯
　　第33回法人会全国青年の集い大分大会　 大会会長　星野賢一
７） 歓談
８） 余興
９） 中締め
　　全国法人会総連合青年部会連絡協議会　　　  顧問　醍醐正明
10） 閉会

部会長ウェルカムパーティー

開催日時◦平成30年11月8日（木）　19:00～20:30
場　　所◦岐阜グランドホテル 西館2階 ロイヤルホール 岐阜市長良648番地　TEL.058-233-1111 

全国から集まる青年部会の核となる皆様を心か
らおもてなしすることで、岐阜をご堪能いただ
きます。そして、翌日から始まる大会に備えて
コミュニケーションを図っていただくことを目
的とします。
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部会長サミット（円卓会議）

開催日時◦平成30年11月9日（金） 9:00～12:00
場　　所◦岐阜グランドホテル 西館2階 ロイヤルホール 岐阜市長良648番地　TEL.058-233-1111 

我々世代にとって今後重要視すべきは、青年部会の大きな柱である租税教育活動を更に推進、
発展させ、日本の未来を担う子供たちの世代に光を当てる社会保障制度を構築することだと考
えます。その実現に向け、地域のリーダーとして発想力と行動力をもって、未来を切り開く
先駆けとなるよう、活発な意見交換をしていただきます。

※閉会後にＪタイプ推進表彰を実施いたします。 

次　第
１） 開会
２） 主催者挨拶
　　全国法人会総連合青年部会連絡協議会　　　  会長　中村一朗
３） 主管者挨拶
　　岐阜県法人会連合会青年部会連絡協議会　　 会長　加藤　誠
４） 開催趣旨及び進行説明　　
５） 基調講演
　　演題：｢行動変容で未来を変える～持続可能な社会保障へ～｣
　　講師：千葉大学医学部	 特任講師　吉村健佑 氏
６） 円卓会議
７） 発表
８） 講評
　　全国法人会総連合青年部会連絡協議会　　　  顧問　醍醐正明
９） 閉会

テーマ◦

「未来を切り開く先駆けとなれ
〜財政健全化のための健康経営推進〜」
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部会長サミット（円卓会議）
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【当時プロジェクトを牽引した
　　　　　 中村 一朗氏 (71 歳 )】

【
２
０
４
０
年
に
は
社
会
保
障
費
が
一
九
〇
兆
円
に
達
す
る
試
算
結
果
を
報
じ
た
２
０
１
８
年
の
記
事
】

財
政
健
全
化
達
成
の
最
大
の
要
因

法
人
税
収
の
増
加
に
よ
る
財
源
の
確
保

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

「
財
政
健
全
化
の
き
っ
か
け
は

　年
前
の
全
国
青
年
の
集
い 

岐
阜
大
会
」

22

「思いやりの心」から生まれた 民間主導の改革

『財政健全化のための
健康経営プロジェクト』

　
全
国
法
人
会
総
連
合
青
年
部

会
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
全
法

連
青
連
協
）
は
、（
① ※
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
４
文
字
以
内
）
と

い
う
通
称
で
広
く
世
間
に
親
し

ま
れ
て
お
り
、
日
本
青
年
会
議

所
（
通
称
Ｊ
Ｃ
）、
日
本
商
工

会
議
所
青
年
部
（
通
称
Ｙ
Ｅ

Ｇ)

、
全
国
商
工
会
青
年
部
連

合
会（
通
称
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
） 

な
ど
と
並
ぶ
日
本
最
大
級
の
若

手
経
営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。

２
０
４
０
年
　
月
１
日
現
在
で

部
会
員
数
は
（
② 

　
　
　
）

万
人
を
誇
る
。

　
法
人
会
は
「
税
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団

体
」
と
い
う
理
念
の
も
と
で
、

全
法
連
青
連
協
の
活
動
は
、
子

供
た
ち
に
、
税
知
識
の
普
及
・

納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
「
租

11

税
教
育
活
動
」
が
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
３
０
年
よ

り
義
務
教
育
課
程
で
必
須
と

な
っ
た
租
税
教
室
は
、
全
国
各

地
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
全
法
連
青

連
協
が
そ
の
普
及
と
推
進
に
果

た
し
て
き
た
功
績
は
実
に
大
き

い
。
ま
た
、全
法
連
青
連
協
は
、

国
の
財
政
健
全
化
に
対
し
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

今
か
ら
　
年
前
の
２
０
１
８

年
、
政
府
は
、
年
金
・
医
療
・

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
給
付
費

が
２
０
４
０
年
に
　
倍
の
１
９

０
兆
円
に
達
す
る
と
の
試
算
結

果
を
公
表
し
た
。
必
要
と
さ
れ

る
財
源
を
確
保
す
る
に
は
、
税

金
や
社
会
保
険
料
の
大
幅
な
引

き
上
げ
が
避
け
ら
れ
ず
、
消
費

税
増
税
を
含
む「
給
付
と
負
担
」

22

1.6

の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
る
な

か
、
全
法
連
青
連
協
が
「
財
政

健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
示
し
た
効
率

的
な
医
療
利
用
に
よ
る
医
療
費

等
（
国
民
医
療
費
と
国
民
介
護

費
）
の
適
正
化
と
、
健
康
経
営

を
柱
に
し
た
成
長
戦
略
は
、
多

く
の
企
業
に
問
題
意
識
と
共
感

を
呼
び
起
こ
し
、
文
字
通
り
、

そ
の
後
の
財
政
健
全
化
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
提
言
の
な
か
で
、
全
法
連

青
連
協
は
、
公
的
な
福
祉
に
頼

る
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
個
人

が
健
康
づ
く
り
に
対
し
て
自
主

性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
活
力
あ
る
社
会
へ
と

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
示
唆
し
、
中
小
企
業
へ
の
健

康
経
営
の
驚
異
的
な
普
及
と
個

人
へ
の
良
識
あ
る
医
療
利
用
の

浸
透
が
進
ん
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
牽
引
し
た
中
村
一
朗
氏

は
、「
自
分
自
身
を
は
じ
め
、

健
康
を
維
持
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
を
考
え
た
だ
け

じ
ゃ
。」
と
当
時
を
振
り
返
り

謙
虚
に
語
る
。し
か
し
な
が
ら
、

高
齢
者
福
祉
を
削
る
こ
と
な

く
、
歴
史
上
最
も
痛
み
の
小
さ

　
我
が
国
が
財
政
健
全
化
を
達

成
し
た
最
大
の
要
因
は
、
法
人

税
収
の
増
加
に
よ
る
安
定
的
な

社
会
保
障
財
源
の
確
保
で
あ
っ

た
。
全
法
連
青
連
協
の
旗
振
り

に
よ
る
健
康
経
営
の
普
及
は
、

徐
々
に
現
役
世
代
の
健
康
寿
命

の
延
伸
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し

て
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
よ

る
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確

保
、
さ
ら
に
は
、
心
身
と
も
に

健
康
な
社
員
が
潜
在
能
力
を
フ

ル
に
発
揮
し
は
じ
め
た
こ
と
よ

る
労
働
生
産
性
の
向
上
が
、
今

日
ま
で
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
日
本
企
業
の
稼
ぐ

力
は
大
い
に
高
ま
り
、
法
人
税

の
納
税
企
業
率
は
１
０
０
％
に

迫
る
勢
い
で
伸
び
続
け
て
い
る

（
２
０
１
６
年
度
の
黒
字
申
告

割
合
は
約
　
％
）。

　
こ
の
よ
う
に
企
業
や
個
人
の

健
康
増
進
へ
の
持
続
的
な
取
り

組
み
が
実
を
結
び
、
企
業
の
業

績
向
上
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
、
長
期
的
な

経
済
成
長
、
ひ
い
て
は
国
の
財

政
健
全
化
を
促
し
た
の
だ
。
健

康
経
営
の
導
入
効
果
は
、
労
働

力
の
確
保
と
労
働
生
産
性
の
向

上
、
す
な
わ
ち
量
と
質
の
充
実

が
代
表
的
で
あ
る
が
、
具
体
的

な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は

次
の
　
つ
で
あ
る
。

「
健
康
経
営
の
企
業
メ
リ
ッ
ト
」

　
③ （
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
④ （
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
⑤ （
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
健
康
経
営
の
普
及
に
よ
っ

て
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
治
療

す
る
の
で
は
な
く
、
日
々
の
生

活
習
慣
に
気
を
つ
け
る
「
治
療

（
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
）
か
ら
予
防 （
ｃ

ａ
ｒ
ｅ
）」
と
い
う
考
え
方
が

世
の
中
に
広
ま
っ
た
。
そ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
２

０
１
８
年
に
開
催
さ
れ
た
「
全

国
青
年
の
集
い
岐
阜
大
会
で
っ

た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
未

来
を
切
り
開
く
先
駆
け
と
な

れ
」
の
と
お
り
、
そ
の
後
、
多

く
の
企
業
で
採
用
さ
れ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

が
数
多
く
示
さ
れ
た
。「
こ
ん

な
こ
と
を
毎
日
や
れ
ば
健
康
に

な
れ
る
」
と
い
っ
た
個
人
で
容

易
に
で
き
る
取
り
組
み
か
ら
、

職
場
の
環
境
改
善
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
よ
う
な
組
織
的

な
取
り
組
み
ま
で
、
そ
の
一
例

は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

   「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

　
⑥ （
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
⑦ （
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
⑧ （
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
さ
ら
に
、
大
成
功
に
終
わ
っ

た
　
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年

に
始
ま
っ
た
全
法
連
青
連
協
主

催
の
「
健
康
経
営
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
に
よ
っ
て
、
健
康
寿
命
延

伸
に
つ
な
が
る
効
果
的
か
つ
独

創
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

競
い
合
う
仕
組
み
が
生
ま
れ

た
。
優
れ
た
活
動
事
例
を
共
有

す
る
な
か
で
、
自
分
た
ち
も
健

康
経
営
に
取
り
組
も
う
と
い
う

動
き
が
各
地
に
広
ま
り
、
岐
阜

大
会
か
ら
　
年
後
の
２
０
２
８

年
に
は
、
つ
い
に
部
会
員
企
業

の
完
全
実
施
を
達
成
し
た
の
で

あ
る
。

　
一
昔
前
ま
で
、
多
く
の
日
本

人
は
、
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め

て
健
康
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ

い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
健

康
経
営
の
普
及
に
と
も
な
い
、

企
業
が
社
員
の
健
康
を
経
営
的

な
視
点
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
日
々

の
健
康
を
管
理
し
、
自
主
的
に

予
防
に
努
め
る
人
が
着
実
に
増

え
て
い
っ
た
。
最
初
は
半
ば
強

制
的
な
た
め
に
嫌
々
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
理
由
は

ど
う
で
あ
れ
、
日
本
人
の
医
療

リ
テ
ラ
シ
ー
は
飛
躍
的
に
向
上

し
た
の
で
あ
る
。（
医
療
リ
テ

ラ
シ
ー
と
は
、
自
分
ら
し
く
あ

る
た
め
の
健
康
の
実
現
に
必
要

な
、
健
康
や
医
療
に
関
す
る
情

報
を
入
手
す
る
能
力
と
、
そ
れ

を
理
解
し
、
評
価
し
、
活
用
す

る
能
力
と
定
義
さ
れ
る
）ま
た
、

全
法
連
青
連
協
は
、
医
療
費
等

（
国
民
医
療
費
と
国
民
介
護
費
）

の
適
正
化
に
つ
い
て
も
戦
略
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
将
来
に

わ
た
り
医
療
費
等
を
抑
制
す
る

に
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
意

識
を
高
め
、
効
率
的
な
医
療
利

用
を
促
す
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
薬
代
の
節
約
、
賢
い

検
査
（
健
診
）
の
選
択
、
医
療

機
関
の
適
切
な
受
診
な
ど
、
今

日
で
は
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
の
多
く
は
、
全
法
連

青
連
協
が
部
会
員
企
業
を
通
じ

て
社
会
に
ね
ば
り
強
く
浸
透
さ

せ
た
の
だ
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で

特
に
有
効
だ
っ
た
の
は
次
の
取

り
組
み
で
あ
る
。

  「
効
率
的
な
医
療
費
を
世
間

に
浸
透
さ
せ
た
取
り
組
み
」

　
⑨ （
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
⑩ （
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
今
で
は
わ
が
国
は
世
界
に
類

を
見
な
い
健
康
長
寿
社
会
だ
。

こ
の
実
態
を
踏
ま
え
、政
府
は
、

現
在
の
　
歳
以
上
を「
高
齢
者
」

と
位
置
づ
け
る
定
義
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

健
康
経
営
へ
の
取
り
組
み
は
国

や
企
業
だ
け
で
な
く
個
人
に

と
っ
て
も
有
益
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
ご
く
身
近
な
こ
と
か

ら
始
め
て
、「
そ
れ
面
白
そ
う

だ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思

わ
せ
る
。
や
が
て
世
の
中
に
広

ま
り
、
人
々
の
倫
理
や
価
値
観

が
変
わ
り
行
動
変
容
が
進
ん
で

国
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し

た
。
税
に
つ
い
て
考
え
、
子
供

た
ち
の
こ
と
を
想
う
、
全
法
連

青
連
協
が
起
こ
し
た
奇
跡
の
物

語
は
、　
年
前
の
岐
阜
か
ら
始

ま
っ
た
の
だ
。

い
改
革
を
実
現
し
た
そ
の
原
動

力
は
、「
財
政
的
児
童
虐
待
の

回
避
」、
す
な
わ
ち
、
子
供
た

ち
世
代
を
何
と
か
救
い
た
い
と

い
う
法
人
会
な
ら
で
は
の
想
い

が
あ
っ
た
。
官
僚
主
導
で
も
政

治
主
導
で
も
な
い
民
間
主
導
の

改
革
は
、
ま
さ
に
次
世
代
の
幸

せ
を
願
う
「
思
い
や
り
の
心
」

か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
。

33

20

3

22 65

10
2018

2019

2020

2022

2023

2024

2028

2030

2032

2033

2034

2039

2040

2040

2040

総人口に占める65歳以上人口の割合は26％を超え、すでに4人に1人が高齢者

世帯数が5,307万とピークを迎える

女性の過半数が50歳以上となり、出産可能な女性数が大きく減り始める

団塊世代（1947～ 1949年生まれ）が75歳に突入し、「ひとり暮らし社会」が本格化

団塊ジュニア世代（1971～ 1974年生まれ）がすべて50代となり、企業の人件費はピークを迎える

団塊世代がすべて75歳以上となり、社会保障費が大きく膨らみ始める

健康経営を推進してきた全法連青連協が、すべての部会員企業での完全実施を達成

文部科学省が義務教育課程において租税教室を必須科目に加える

18歳人口が100万人を割り大学淘汰の時代へ（1992年は 205万人）

空き家が増加し、3戸に1戸は人が住まなくなる

織田信長生誕500年

死亡者数がピークを迎える

団塊ジュニア世代がすべて65歳以上となり、後継者不足が深刻化する

法人税の納税企業率（黒字申告割合）が100％に迫る水準にまで到達

人口減少、少子高齢化により社会保障制度の破たん懸念が強まると予測されていたが、
全法連青連協の長年の取り組みにより回避の方向へ

2018 年以降の主な出来事

出所 : 日本経済新聞　2018年5月22日

( 参照 : 「未来年表」～人口減少日本でこれから起こること～ 河合雅司 )

経
営
者
に
な
っ
た
ら
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部会長サミット事前アンケート結果（1）

（集計日：平成30年10月26日）354枚／430枚　回答率＝82.3％

集計日：2018年10月26日
354枚/430枚
回答率 82.3 %

A 農業，林業 3 名 0.85 ％

B 漁業 0 名 0.00 ％

C 鉱業，採石業，砂利採取業 3 名 0.85 ％

D 建設業 104 名 29.38 ％

E 製造業 51 名 14.41 ％

F 電気・ガス・熱供給・水道業 14 名 3.95 ％

G 情報通信業 3 名 0.85 ％

H 運輸業，郵便業 13 名 3.67 ％

I 卸売業，小売業 67 名 18.93 ％

J 金融業，保険業 8 名 2.26 ％

K 不動産業，物品賃貸業 22 名 6.21 ％

L 学術研究，専門・技術サービス業 5 名 1.41 ％

M 宿泊業，飲食サービス業 9 名 2.54 ％

N 生活関連サービス業，娯楽業 5 名 1.41 ％

O 教育，学習支援業 1 名 0.28 ％

P 医療，福祉 1 名 0.28 ％

Q 複合サービス事業 6 名 1.69 ％

R サービス業（他に分類されないもの） 38 名 10.73 ％

S 公務（他に分類されるものを除く） 1 名 0.28 ％

354 名

A ～ 10人 135 名 38.14 ％

B 11～ 30人 123 名 34.75 ％

C 31～ 50人 42 名 11.86 ％

D 51～100人 32 名 9.04 ％

E 101人 ～ 22 名 6.21 ％

354 名

A 代表取締役社長 279 名 78.81 ％

B 取締役（専務・常務など） 63 名 17.80 ％

C 管理職（部課長など） 5 名 1.41 ％

D その他 3 名 0.85 ％

350 名

A 登録している 262 名 75.1 ％

B 登録していない 87 名 24.9 ％

349 名

第32回法人会全国青年の集い　岐阜大会
部会長サミット事前アンケート結果

業種

人数 割合

割合人数

設問1.あなたは全国法人会総連合のアンケート調査システム
に登録していますか？

役職

人数 割合

人数 割合

従業員

合計

合計

合計

合計

農業，林業 鉱業，採石

業，砂利採

取業

建設業

製造業

電気・ガス・

熱供給・水

道業情報通信業運輸業，郵便

業

卸売業，小売

業

金融業，

保険業

不動産

業，物品

賃貸業

学術研究，

専門・技術

サービス業

宿泊業，飲食

サービス業

生活関連

サービス

業，娯楽業

教育，学習

支援業

医療，福祉

複合サービ

ス事業

サービス業

（他に分類

されないも

の）

公務（他に

分類される

ものを除く）

業種

～ 10人

11～ 30人

31～ 50人

51～100人
101人～ 従業員

代表取締役

社長

取締役（専

務・常務な

ど）

管理職（部

課長など）

その他 役職

登録してい

る

登録してい

ない

設問１

1
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部会長サミット事前アンケート結果（2）

A いつも 98 名 37.4 ％

B 時々 107 名 40.8 ％

C １回以上は 37 名 14.1 ％

D 答えたことがない 20 名 7.6 ％

262 名

A ２回 93 名 36.0 %

B １回 46 名 17.8 ％

C ０回 45 名 17.4 ％

D 答えたか覚えてない 74 名 28.7 ％

165 名

A 知っていた 237 名 66.9 ％

B 知らなかった 117 名 33.1 ％

354 名

A 知っていて実践している 23 名 6.5 ％

B 知っているが実践まではいってない 198 名 55.9 ％

C 知っているが実践しない 21 名 5.9 ％

D 知らないが興味がある 99 名 28.0 ％

E 知らないし興味ない 13 名 3.7 ％

354 名

設問7.経済産業省が推奨している「健康経営」をご存知です
か？

設問2.あなたはアンケート調査システムに回答したことがあ
りますか？

※設問１でA（登録している）と回答された方

人数

設問3.財政健全化のための健康経営プロジェクトとしてアン
ケート調査システムで２回にわたりアンケートを実施いたし
ました。そのアンケートに『　　　回』回答した

設問6.財政健全化のため、青年部会で健康経営に取り組もう
としていることをご存知でしたか？

割合人数

合計

合計

合計

合計

割合

設問5　(略)

設問4　(略)

割合人数

割合人数

いつも

時々

１回以上は

答えたこと

がない

設問２

２回

１回

０回

答えたか覚

えてない

設問３

知っていた

知らなかっ

た

設問６

知っていて

実践してい

る

知っている

が実践まで

はいってな

い

知っているが…

知らないが

興味がある

知らないし

興味ない

設問７

2
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部会長サミット事前アンケート結果（3）

A 何回も見た 20 名 5.6 ％

B １回は見た 95 名 26.8 ％

C 一度も見たことがない 191 名 54.0 ％

D 知らない 48 名 13.6 ％

354 名

A 10% 7 名 2.0 ％

B 20% 35 名 10.1 ％

C 30% 190 名 54.6 ％

D 40% 76 名 21.8 ％

E 50% 40 名 11.5 ％

348 名

A 医療機関の受診回数を減らす 111 名 31.4 ％

B ジェネリックなどの安価な薬を求める　 215 名 60.7 ％

C 不要な検査の知識などヘルスリテラシーの向上 74 名 20.9 ％

D まずはかかりつけ医を受診 92 名 26.0 ％

E 定期的な健康診断の受診 269 名 76.0 ％

F 食事に気を使い、健康管理 261 名 73.7 ％

G 定期的な運動で健康管理 256 名 72.3 ％

H 睡眠に気を使い、健康管理 189 名 53.4 ％

I 禁煙で健康管理 147 名 41.5 ％

J その他 3 名 0.8 ％

1617 名

（複数回答）

合計

合計

合計

設問10.医療費等の増加を抑制するため、あなたにできるこ
とは以下のどれですか？

数 割合

割合人数

割合人数

設問8.国の財政状況について、まずは青年部会員に理解して
もらうために配付された学習ツールＤＶＤ「大臣になった
男」を視聴したことがありますか？

設問9.「大臣になった男」で社会保障費（特に医療費）の増
加について問題提起をしていますが、現在の財政に占める社
会保障費（医療費を含む）の割合はおよそ何％だと思います
か？

何回も見た

１回は見た

一度も見た

ことがない

知らない

設問８

10% 20%

30%

40%

50%
設問９

医療機関の受

診回数を減ら

す ジェネリック

などの安価

な薬を求め

る
不要な検査

の知識など

ヘルスリテ

ラシーの向

上

まずはかか

りつけ医を

受診

定期的な健

康診断の受

診

食事に気を

使い、健康

管理

定期的な運動

で健康管理

睡眠に気を

使い、健康

管理

禁煙で健康… その他

設問１０

J.その他解答欄
・ストレスと解放するための趣味を持てる環境作り

・健康に関する興味喚起、意識高揚

・通委員が義務付けられる傾向を改善する

・ストレスなく生活する

・大病になる前に早めの受診

・ストレスと解放するための趣味を持てる環境作り

3

不要な検査の知識などヘルスリテラシーの向上

医療機関の受
診回数を減ら

す ジェネリック
などの安価
な薬を求め
る

不要な検査
の知識など
ヘルスリテ
ラシーの向
上

まずはかか
りつけ医を
受診

定期的な健
康診断の受
診

食事に気を
使い、健康
管理

定期的な運動
で健康管理

睡眠に気を
使い、健康
管理

禁煙で健康… その他
設問１０
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部会長サミット事前アンケート結果（4）

4 
 

設問 11 将来にわたり医療費等を抑制するためには、国民一人ひとりの健康意識を高めるとと
もに、適切な医療利用を促すことが不可欠です。設問 10 にある A～J の行動をあな
たの会社や周囲に浸透させるために効果的だと思われる方法をお考えください。 

 
 セカンドオピニオンの活用、日頃からの健康管理 

 日々健康管理に気をつけるように社内で促す 

 実質的に医療費を使う人への直接的なＰＲ 

 先ずは財政状況の現在及び将来の見込みを充分理解してもらう 

 健康診断結果をもとにした社内面談 

 生活習慣病についての周知 

 社内での管理 

 企業からの声掛け啓発 

 社員に健康意識を高める啓発を行う 

 健康日の設定、健康診断、ミーティング等勉強会 

 全部 

 健康手当など実施者に対して報奨する 

 法人会の研修事業を活用し、健康管理の重要性や方法の周知を行なう。②租税教育活動を行う中で、

会員向けに「国の財政」について改めて学んでもらう。その中で社会保障費や医療費にも触れて、

医療費抑制のための健康管理がいかに大切かを知る機会を作る。 

 就業時間等の改善による肉体的負担の緩和に加え、就業環境からくる精神的負担の緩和を進める、

職種によって手法は異なると思うが、いわゆる『働き方改革』の意識の徹底と実践 

 社内ミーティングの課題に組み込む 

 整骨院の数が多く感じます。多くの患者は老人で肩こりや暇つぶしで来ているような方が多いよう

に感じます。ある程度抑制する必要があるかと思う 

 不用意に医者に掛からない。無理をしない、仕事を休む 

 学校教育で教える  

 定期的な健康診断と生活習慣の改善 

 自治体と企業の連携 

 定期的な健康診断の受診 

 職場環境の改善と仕事習慣の改善を実施する 

 情報交換 

 何の為に医療費を抑制しなければならないのかを個々に理解させる為の特典を考えるべき/問 10 の

設問で答えた内容を維持継続したら医療費の還付や税の軽減等 

 健康管理の意識の向上 

 会社全体で健康を維持するための活動を行う 

 会社で人間ドックの助成をする。健康ボーナスを制度化する 

 定期的な講習、研修等を利用して、健康並びに労働環境を整えて行くことが大事。その内容を、HP・

SNSで浸透させる 

― 17 ―



部会長サミット事前アンケート結果（5）

5 
 

 健康診断は義務化しているので、運動などのレクを増やす 

 率先して実行する 

 経営ﾄｯﾌﾟの宣言や表彰制度などの動機づけ 

 当人の思考の問題になるので、繰り返し発信するくらいしか手立てが浮かばない 

 B E F G H I 
 健康手当など意識する仕組みの用意 

 生活習慣病に起因する症状で病院にかからなかった人に対して、報奨金制度を創設 

 医療費の自己負担の増額 

 医療費の自己負担率を増やす 

 毎日の社内朝礼での推奨 

 自ら健康的な体に変わること 脱メタボ 

 定期的な健康診断の受診を勧める 

 情報を取得して周知する 

 検診や人間ドックなどの定期的な受診 

 経営者自身が率先して健康体質になる 

 健康優良社員に手当の支給、運動機会の提供 

 健康診断受診等の予防医療の徹底 

 定期健診,適度な運動の推進 

 禁煙で健康管理 

 社会からの定期的な健康管理促進策 

 周囲の癌罹患者に、治療中の抗がん剤投与量が 

本当に適量か疑問を投げかけて行く。必要最低限の投与量で副作用を減らし、抗がん剤自体の無駄

遣い、それに伴う副作用抑制薬品の無駄遣いを無くす 

 会報などの利用 

 一人一人の意識改革。あらゆる面でアプローチする。わかりやすく、実践しやすい方法を 

 講演会や書籍の推奨 

 健康診断を積極的に受けるためのインセンティブまたはペナルティを社内的、社会的、または保険

のシステム等で設ける 

 広報活動・健康知識の普及 

 まず、自分自身が率先して行動することが必要と考える 

 定期的な広報・周知による意識付け 

 啓発ポスターの掲示 

 体力・運動能力の低下を自覚させる 

 定期的な健康診断の受診 

 会社の行事としてその講習会を行う 

 健康診断 受信の徹底 

 効果的なマスコミの利用 

 会社で必ず行う定期健診から、個々の健康管理の徹底へと促す 
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部会長サミット事前アンケート結果（6）

6 
 

 適切な情報を得ること 

 身近な問題に置き換えてみる 

 企業、団体向けの租税教室の開催等啓蒙活動の実施 

 先ずは自分自身の健康管理 

 健康意識に対する職場での意見交換など 

 国民運動の日をつくる 

 会社や地域の検診・催しへの積極的に参加または促す 

 口頭で指導し、行動させる 

 経営者が率先して従業員、家族に伝える 

 定期的な運動で健康管理 

 自己負担率をあげて医療機関による不要な投薬を減らす 

 見た目に健康的に若さを保つ 

 社員とのコミュニケーション 

 自分が健康であること 

 会社内や家族内での意識共有 

 F、Hを生活の中で取り入れられる参考案を提示 

 定期的に会社独自で健康管理に関する参加型のワークショップの場を設ける 

 会社でスポーツクラブを作る 

 二次健診の徹底及健康管理の呼掛け 

 ジェネリック薬品を求めるように言う 

 ジェネリック医薬品の優位性を伝える 

 朝礼等での周知 

 会議で健康について喚起する 

 健康管理について社内で情報を共有する 

 職場の完全禁煙 

 研修会の実施 

 チェックシート等での日々の健康管理の徹底 

 スポーツ施設等の利用料金の補助 

 口頭で発信していく 

 家族・職場等身近な人達の健康管理意識の高揚 

 毎年の健康診断、健康管理による体質改善に対し評価する 

 広報する 

 一緒にやろうと誘う 

 会社、公的機関での推進活動 

 告知を行う 

 継続的な意識啓発 

 たばこ税の増税 

 それぞれ取り組んでいない人の医療費の負担割合を上げる 
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部会長サミット事前アンケート結果（7）

7 
 

 健康経営に関する勉強会の開催 

 受診の前に健康相談所にて受診の必要性を判断 

 食事に気を使い定期的に運動をする 

 健康意識を高める勉強会の開催 

 パンフレットの配布 

 健康診断の受診 

 朝礼・会議などでの推奨 掲示物の配布 

 情報を共有すること 

 産業医による定期的な健康教育 

 程度な運動、毎日明るく暮らす事 

 会社の社内研修会などを開き、適正な医療行為など知らせる 

 会社の代表者である為、社員教育に取り入れる 

 給料明細袋に簡単な説明書等を同封し配布する 

 医療費の増加が限界にきていることを TV、新聞、NETで PRして、国民一体となり危機感の醸成を作る 

 禁煙。タバコを止めるとき、酷い禁断症状が出た 

 定期健康診断で毎年と数値の推移が分かりやすくする 

 分かりやすい成功体験（失敗から得られた教訓）の共有と具体的に実行しやすい具体例の紹介 

 ポスターやチラシの配布 

 定期健診と情報提供 

 会議の場や朝礼で取り扱う 

 働きやすい職場環境づくり 

 1人ではナックグループで取り組むなど 

 コスト意識の浸透。財政状況を意識する 

 基礎知識の向上・その為のセミナー等の実施 

 調子が悪いからとすぐに病気だと思い込み、薬に頼ることを見直す。人間には自己治癒力が備わっ

ているので、体を動かす、睡眠をとる、食事を見直す、ストレスの原因を知る、日頃から自分の体

に向き合う必要がある 

 過剰に受診しない 

 朝礼等での話し合いや掲示板などでの資料の掲示 

 定期的な健康診断 

 行政等のＰＲ 

 テレビ番組でのお得情報の連呼 医療費を高額にする 尊厳死を認める 

 保険料増加をの話や社会保障費の話を自分が周囲に話す 

 朝礼での発表 自分自身の健康維持向上 

 つねに問いかけることが必要 

 経営トップによる健康宣言を行い、社内にポスターを掲示するなど 

 マスコミを利用する【ＴＶ・ラジオ・インターネット】 

 定期的に健康に関する情報を発信する 
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部会長サミット事前アンケート結果（8）

8 
 

 会社での健康診断の徹底 

 健康診断や人間ドックなど 

 社内研修 

 有給休暇の取得を促すこと 

 社内にて定期的な健康診断を施行し健康に対する意識改革を促す 

 始業前にラジオ体操等を行い身体の準備をする 

 国による啓発テレビＣＭ（ＡＣジャパン） 

 社内や周囲にアナウンスをして、同時期に取り組む 

 健康経営優良法人の認定を受け社員の公表する 

 まずは禁煙 

 従業員に対する健康診断の推進 

 禁煙に対して会社から補助をする 

 パンフレットを会社の健康診断時に配布する 

 周りの人々に頻繁に公表して意識を持たせる 

 社員の健康を意識した取り組みの共有 

 法律化 

 法律で会社の取り組みをとして義務化する 

 生活や職場の環境整備と保証の合理化 

 朝礼等での話 

 定期健診 

 毎日の健康管理のために、アプリや A.Iを使った集計システムを構築し、健康維持・増進を図る 

 健康管理の徹底 

 研修で医療の現状とできることを学ぶ 

 社内会議や朝礼の話題に挙げ、社員の意見を聞く 

 コミュニケーション 

 会社として、従業員への徹底 

 勉強会など 

 リーフレットを配布して適正な医療利用を促す 

 体力測定の義務化 

 健康に関する資料を社内に回覧する 

 ジェネリックとのコスト差、同等の効能であることの周知、税制優遇 

 従業員が自分を大切にできるようサポートする 

 人間ドック等予防医療費の損金算入 

 毎日の朝礼で社員の顔色チェックと健康に配慮することの説明 

 朝礼などを利用して健康意識をためさせる 

 分煙の徹底 

 生活習慣の見直し 

 会社内での情報発信 
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 今以上にできることはない 

 健康な体も会社の査定に入れる 

 企業の福利厚生による健康診断 

 背中を見せて自ら実践する 

 自己管理を徹底する 

 定期的な運動と健康診断 

 会社が従業員の健康管理に関与すること 

 定期的な告知と確認 

 健康についての意識喚起の為の講習会 

 会社の定期的な健康診断 

 社長が率先して健康管理に気をつけた生活をする 

 社内での健康推進、運動促進の奨励 

 朝礼での周知徹底 

 社員に対して、勉強会を開くなど啓蒙活動を定期的に行う 

 職場内への情報発信、情報提供と共有、管理職への教育 

 法整備の見直し 

 チラシや動画などによる啓発活動 

 会社や地域の検診・催しへの積極的に参加または促す 

 禁煙手当等の所得上乗せ 

 日頃から声かけをする 

 日頃から声かけをする 

 特定保健指導者からの教育と運動の促進 

 健康管理実践者への税金割引きやポイントサービスなど 

 税金還付 

 各個人が自分の健康状態を把握、その上での自己管理 

 未病の推進 

 自らの実践とその伝達 

 日頃からの告知や周知 

 たばこの販売禁止 

 定期検診の結果と指導を共有する 

 受診回数の少ない方への保険料割引 

 先ず隗をもって始めよ 

 健康経営の周知する為のセミナー開催 

 健康障害志望事例等意識させる 

 自ら率先垂範 

 PR 

 啓発冊子の作成・配布 

 啓蒙活動 
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 健康診断の際にカウンセリングしてもらい啓蒙する 

 定期的な報告会、ミーティング等 

 会報誌等に掲載する 

 健康診断で早期に病気を発見したという話をよく聞きます。医療機関の受診回数を減らすというの

と合いませんが、早期発見によりその後の医療機関での診察や治療が軽減されます。現在の自分の

状態を確認することにより健康面への配慮に繋がります。まずは、健康診断の受診を促し、周囲と

のコミュニケーションを取ることで最良な医療機関や薬剤の情報を収集することが効果的だと考え

ます 

 定期健診による早期発見 

 意識の問題 

 頻繁にコミュニケーションを取れるように時間と場所を設ける 

 医療費補助の削減 

 生活リズムを整え睡眠をとること 

 食事と睡眠と運動に気を使い健康管理 

 社内に健康運動出来るように促す 

 従業員教育を実施する 

 労働時間の適正化 

 周知徹底 

 定期健診 休日の確保 

 自宅で健康管理がデータ化され、アドバイスが受けられる事が可能なシステムの一般化 

 朝礼での指導、勤務時間内禁煙 

 定期健康診断の実施と定期的な運動の励行 

 耳元で囁く 
 ラジオ体操 

 具体事例の定時、目標設定 

 社内で健康経営について座談会の実施 

 健康診断を必ず受診し初期の段階で治療 

 毎日の健康管理のために、アプリや A.Iを使った集計システムを構築し、健康維持・増進を図る 

 店舗内完全禁煙とし従業員の受動喫煙の対策実施済み 

 見本になる 

 かかりつけ医及びかかりつけ薬局の推奨 

 朝礼などで月 1回程度でも健康のことなど話をする 

 地道な啓蒙活動 

 ウエアラブルのデータを受け取るアプリの仕様統一 

 社内でセミナー、講演会に参加する 

 会社での健康指導の取入れなど 

 場所、個人意識 

 自己の健康管理方法について話をする 
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 もっと国家レベルの周知活動を CMなどで大々的に行う 

 総合病院では早朝より高齢者が並び、診療科をはしごする例もある。時には談笑も見受けられる。

国の負担が大きいので高齢者は病院に行かないと損なのでは？という感覚があるのでは？ 

 福利厚生施設の積極利用推進 

 自社の福利厚生制度に健康維持に係る仕組みを取り入れる 

 実践した結果について機会を得て話す 

 健康診断の有無によって保険料を変える 

 日頃の健康管理や万が一の時は、#7119を利用する事を進める 

 言って聞かせる 

 会社での健康管理の社風づくり 

 社内での医療講話的な勉強会を取り組む 

 働くことができない体になる怖さを伝える 

 出勤中の食事(昼食)を会社で管理してもらう 

 会社での運動サークル（マラソン、バトミントン等）の積極的推進 

 社内報等での告知 

 繰り返し話をする。自ら率先して行う 

 医療費負担をあげる 

 社内で規則や制度を設ける 

 大同生命の Kenco Support Program 

 健全な精神は健全な肉体に宿る 

 検査の知識 

 公共広告などの提言広告、健康管理が医療費抑制につながる具体的試算、データ公開 

 残業を無くしストレスを溜めないよう個人面接等を通じて社員の気持ちを知る 

 社内で定期的な健康診断を積極的に促す 

 「定期健診の義務化」（２０才以上、年２回以上、その際の教育も実施） 

 有名人を起用した TVCMやメディア広告など 

 税に統一する事。自立すること 

 現状を認識させるための資料を用意し、常日頃より朝礼や会議において口頭説明する。意識の向上

を図るために会合の時に問題提起とした話題とする 

 定期的に啓蒙の為の講習会や情報提供をする 

 時間の作り方 

 規則正しい生活とストレスを貯めない 

 予防医学の考え方 

 食生活 

 料率アップ 

 会社での説明会等の実施 

 健康志向 
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 我々の医療費を抑制するよりも、先ずは生活保護者の医療費無料を考え直した方が良い。無料とい

うことで制限無く利用している者もいる。 

 社内での「健康経営」に関するディスカッション 
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A （特定）健診の受診 297 名 83.9 ％

B 特定保健指導の実施 72 名 20.3 ％

C ストレスチェックの実施 55 名 15.5 ％

D 運動に関する福利厚生制度・就業規則の導入 30 名 8.5 ％

E 制度としての長時間労働の抑制 110 名 31.1 ％

F 協会けんぽの「健康宣言事業」にエントリー 18 名 5.1 ％

G その他 7 名 2.0 ％

589 名

A 労働時間の適正化、ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ確保 201 名 56.8 ％

B 生活習慣病等の発生予防　　 174 名 49.2 ％

C ストレス関連疾患の発生予防 95 名 26.8 ％

D ストレス関連疾患の早期発見・対応 94 名 26.6 ％

E 生活習慣病等の高ﾘｽｸ者の重症化予防 82 名 23.2 ％

F 休職後の職場復帰、就業と治療の両立 49 名 13.8 ％

G 従業員の生産性低下防止･事故発生予防 165 名 46.6 ％

H その他 3 名 0.8 ％

863 名

A 雇用の維持 267 名 75.4 ％

B 生産性の向上 237 名 66.9 ％

C 資金繰りの改善 22 名 6.2 ％

D 社会保障費の抑制 154 名 43.5 ％

E 社員との良好な信頼関係構築 217 名 61.3 ％

F 顧客との良好な信頼関係構築　　 102 名 28.8 ％

G 業績が向上し、納税額がＵＰする 71 名 20.1 ％

H その他 2 名 0.6 ％

1072 名

割合人数

人数 割合

割合人数

設問13.社員の健康保持・増進に取り組む上であなたの会社
の課題は何ですか？

合計

合計

合計

設問 12.健康寿命が延伸することで従業員も含めた人材（経
営資源）の有効活用が可能となります。あなたの会社で実践
していることは以下のどれですか？

設問.14健康経営に取り組むことでどのような具体的効果
（メリット）があると考えますか？

（複数回答）

（複数回答）

（複数回答）

（特定）健診

の受診

特定保健指

導の実施

ストレス

チェックの

実施

運動に関する福

利厚生制度・就

業規則の導入

制度として

の長時間労

働の抑制

協会けんぽの「健康

宣言事業」にエント

リー
その他

設問１２

労働時間の適

正化、ﾜｰｸﾗｲﾌ

ﾊﾞﾗﾝｽ確保

生活習慣病

等の発生予

防

ストレス関

連疾患の発

生予防

ストレス関

連疾患の早

期発見・対

応

生活習慣病

等の高ﾘｽｸ

者の重症化

予防

休職後の職

場復帰、就

業と治療の

両立

従業員の生

産性低下防

止･事故発

生予防

その他

設問１３

雇用の維持

生産性の向上

資金繰りの改善社会保障費

の抑制

社員との良

好な信頼関

係構築

顧客との良

好な信頼関

係構築

業績が向上

し、納税額

がＵＰする
その他

設問１４

G.その他解答欄
・ジムなどと会社契約し運動を推奨する

・役員自らが実践し、その効果を見せる

・定期的な懇親会

・特に取り組みはしていない

・運動

・常設血圧計で毎日チェックしている

・特に実践していない

・これから検討します

・産業医の健康教育

H.その他解答欄
・病気やけがで人が抜けたときに、なかなか人が見つ

からない為、他の人に負担がかかる事

・社員無

・社員の健康への意識の低さ

・プライバシー侵害になるため踏み込めない

H.その他解答欄
・健康は自社だけの問題でない為、他社の事例など

に目を向けることで、各個人の視野が広がることも期

13
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設問 15 法人会青年部会に通称（ニックネーム）をつけるとしたら？ 
アルファベット 4文字以内で考えてください。 

 
アルファベット 名称 

CA Corporation Association 
CAG Corporation Association Group 

CAJL Corporat Association Junior Leader 

CAP Corporate Association Pionieer 

CAY Corporation Association Youth 

CAY Corporation Association of Youth 
CAYS The Corporation Association Youth section. 

CB Corporate Board 

CBY Corporate Board Youth 

CC Corporate Council Youth Department 
CCD シーシーディー 

CCY company community youth 

CCYD Corporate Committee Youth Division 

CGJ Corporation Ｇroup Japan 

CGY  Corporate Group Youth 

CJ ナショナル カンパニー ジュニア 

CO コーポレート 

COBY Corporate Board Youth 

COD Conseil d'entreprise 

COLS Corporate Board Opinion Leader's 

COY Corporation/Organization/Youth 

CY Corporation Youth 

CYA (C)Corporation(Y)Youth(A)Association 

CYB Ｃ（Corporate）Ｙ（Young）Ｂ（Board) 

CYG Corporation young  people 

CYG Corporation association Youth Group 

CYMC Corporate Young Managers Council 

CYS CORPORATION  YOUNG  SECTION 

CoJG Corporation(法人) Junior(青年) Group(部会) 

D E O Diffusion of knowledge Exaltation of consciousness Opinion 
leader 
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EMF Excellent Management Foundation（優秀な経営者の組織） 

ES Executive with Sympathy（思いやりのある＜共感できる＞経営者） 

FSB F法人会 S青年 B部会 

G H P Growth Hojinkai Philanthropy 

GRG Gathering of Rising Generation 
HG (H)ほう(G)じんかい 

 法人会青年部 

 法人会青年部会 

HGK ほーじーかい/エッチジーケー 

HJK Hou Jin Kai 

HJKS Hou Jin Kai Seinenbu 
HJY 法（H）、人（J）、ヤング（Y） 

HKS 法人会青年部 

HOP houjinkai opinionleader partnership 
HOS ホス 法人会青年部 

HOSE ホセ（Ho）法人会（Se）青年部 
HSB （H）法人会（S）青年（B)部会 
HSG (H)ホウジンカイ(S)セイネン(G)GROUP 
HSK （H）ほうじんかい（S）せいねんぶ（K）かい 
HTB 法人会 地域交流部会 

HY エイチワイ 

HYA （H）法人会（Y）ヤング（A）アソシエーション 
HYO （Ｈ）法人会（Ｙ）ヤング（Ｏ）オーガナイゼイション 
HYP 法人会ヤングパワー 

Hjns (h)法(jn)人会(s)青年部 
IMY (呼びやすく、イミーと発音) Incorporated Meeting of Youth(若

者の法人の会) 
IYG Incorporated Young people Group 
JAC Junior(青年)  All（全国） Corporate（法人） 

JBCA Junior Board of Corporation Association 
JCMD 青年会議所（JC）に未練（M）がある団体（D） 

JHS Japan Houjinkai Seinenbu 

JHYG 日本法人会青年部連合会 

JJ Juvenile junior 
JJJ Juridical Person(法人)Junior(青年)Japan(日本) 
JP juridical person 
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JPAO （JP)法人の英語略（AO)青 

JPM juridical person meeting 

JTA ジュニアタックス 

JYC Japan Youth  Company’s 

LCH Leaders for Company Healthy growth 

MD （Managiment,Directer）青年部会（MD部会） 

MGT Manager Group of Tax 

N T C (N)Nationwide(T)Taxpayers(C)Corporation 

NMG Next Manager Groove 

NZSG 納税勉強グループ 

ONK O（俺ら）N（納税の）K（協力者） 

OP オピニオンリーダー 

PCY Public Corporation Youngman 

ROCS Readers Of Contribute Society 

SNB （S)青（N)年（B）部 

SYSK (S)そぜいと(Y)ゆたかな(S)しゃかいを(K)かんがえるかい 

TCBY Tax Corporate Board Youth 
TCM Tax Corporation Meeting 

TCY (Ｔ)Tax(Ｃ)Corporate council(Ｙ)Youth 
TEAM Tax(税金)/ Expert(熟練者)/ Activity(活動)/ Meeting(会) 

TF タックスファイター 

TG Tax Gay 

TI Tax Influencer 

TMC (T)税（M）お金（C）企業・会社 

TNGG The Next Generation Group 

TOG TAX / オピニオンリーダー / グループ 

TOL Tax Opinion Leader 

TSC Tax system collaborator's 

TTC （T）税（T）考える（C）集まり 

TTG tax think group 

Y.T.C.B Youth of Taxpaying Corporete Board 

YCA young corporate association 

YCA Youth of Corporation Association 
YCB Young Corporate Board 
YCC young corporate council 
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YCEG (Y)oung(C)orporate(E)nterprise(G)roup 

YCG Youth Corporation Ｇroup 
YCM Youth Corporation Meeting 

YCS Youth Corporation  Society 

YCT Young Corporation to Consider the Tax 

YCU Young people in the corporate union 

YGCA Youth Group of Corporate Association 

YGCA Youth Group Corporation Association 

YGH young generation of HOJINKAI 

YH やはた 

YHA Youth Hojin Association 

YHJ ヤングホウジンカイ 

YIP Young Initiative Persons 

YMA YOUNG MANAGER ASSOCIATION 
YMCA Young Membership Company-boaed Alliance 

YMCA Young people's Meeting of Corporate Administration 

YMCB Young Managers Corporate Board 

YMG Young Man Group 

YMT Young Management & Taxpayer 
YTI 青年租税見識者  Youth tax inspectors 

YTOG  Youth Tax Opinionleaders Group 

YTOL Young Tax Opinion Leader 

YTPA Youth Tax Payer's Association 

YouHou Youth Group houjinkai 
ZSR Z（全法連）S(青年部会)R(連絡協議会） 

Z・S・B・440 Z(全国)S(青年)B(部会)440(単位会数) 

 

その他のご意見 

 

 今のままでよい。何でもかんでも略した横文字は嫌い 

 特に無し 青連協・東法連・三法連 漢字でいいと思う 

 特に必要と感じない 
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設問 16 その他、法人会に関するご意見、ご要望がありましたら、ご自由にお書きください 

 
 親会では、「健康経営サポートシステム」を構築し、「健康経営促進運動」を展開しています 

 法人会に入会メリットのＰＲを前面に打ち出す 

 日本のために運動を増進していきましょう 

 租税教室をはじめ良いことをしているのだけれど、知名度が薄い対外的なアピールを強めたい 

 設問１５の通称は必要ないと考えます 

 社会貢献活動に対する公的な認証を会員会社に与える仕組み作り 

 けんたのラインスタンプを作成して欲しい 

 もっと会員を増やし、協力していきたいと思います 

 法人会入会を勧める際に有効なメリット等が分かり易ければもっといいと思います 

 全国大会での部会長サミットでのテーマを早めに発表して頂き、各単位会にて部会員で意見の集約

等をしてサミットに臨む事が出来れば 440 単位会部会員意見が反映されるではないかと思います。

ちなみに、神奈川県連 18単位会では今年度より取り組みを始めました 

 大垣の服部さん、とりまとめ乙です 

 会のメリットの説明がしにくく、メンバーがＪＣを引きずっている 

 税金のオピニオンリーダーとありますが本当にそうでしょうか？税金を正しく納付すると言った事

税金を通じ社会に貢献すると言った考え方はとても良いことだと思いますが、今では法人経営者だ

けが税金に深く関係している時代ではないと思います。例えば自動車にはそれぞれの税金が掛かり

ます。お酒も、たばこも。一般消費者にも消費税がかかっています。考えると法人税は節税も利き

ます。この様な事を踏まえて考えると私たち法人経営者のやらなくてはいけない事は他にあるので

はないかと思います。例えば業績を向上させ従業員を多く雇用する等々。青年部はどの単位会も 50

歳前後までの現役経営者だとおもいます。法人経営者の注力する事業が租税教育活動ではもったい

ないのではないでしょうか 

 法人会活動などを通じて企業統治等の管理面が高まることで、経営の質は向上すると思います。認

証制度等を設け、その基準をクリアした企業には税制面（法人税率の若干の減免など）の優遇等が

あると更にいいと考えております。是非、ご検討ください。 

 税に関する団体が多すぎるので整理した方が良いと思います 

 納税モラルを毀損するふるさと納税の仕組を改めて欲しい 

 納税金額を増やす為には青年部各社の経営を勉強する必要があると思います。青年部会が中心とな

り、全国のメンバーがＭＢＡを始めとした経営の勉強が出来る様な仕組みを作って頂けませんでし

ょうか 

 とても社会に役立つ事をしているが知名度が低い 

 大変だ、国が滅ぶ 

 近年、税の使途について考える機会が設けられましたが、社会保障に限定せず歳出全体に焦点を当

てた検討をすべきではないかと思います 
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 JC卒業制度 40歳、法人会 50歳 JC卒業後の入会が多く、JCどうしの話で盛り上がる時がある。決

して会員皆が JC経験者では無いので線引きが必要だと思う。単会の問題ですが・・・事業終了後の

交流会も JC関係で動くことが多い、JC関係者には法人会とは別ということを伝えていますが・・・

そういう私も JCの OBです 

 納税をしない・できない法人は、法人会活動をしてはいけない 

 岐阜大会の成功をお祈りいたしております 

 入会数年間は幽霊部員であった自分がふとしたきっかけで最終的に青年部長にまで務めさせて頂き

ました。もっと親会や青年部の名前が前に出れば出席率も向上すると思います 

 会議を会員向け、配信、月一でも会報配信 

 今後は社会保障も含め、地方や国の財政は厳しくなる一方だと考えます。法人会としても啓蒙だけ

に止まらず、積極的に地域のマネジメントつまり地域の収支を改善する取り組みをしていく必要が

あると考えます 

 部会長サミットの数年前から始まったテーブルディスカッションの意味がないように感じる 
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部会長サミット円卓会議 席次一覧

川崎北 白井　剛雄 館山 柴田　栄樹 山梨 早川　礼史 水戸 香嶋　貴 多治見 松本　達 日田玖珠 佐藤　淳司 宇都宮 船田　雅弘 新潟 鈴木　元近

大森 中川　浩夫 蒲田 杉山　英祐 向島 瀧澤　正宜 世田谷 坂野　修崇 麹町 酒井　強志 別府 星野　賢一 川崎南 窪田　隆太郎 西新井 野口　松一郎

柏 鈴木　勝統 横浜南 吉田　俊介 鎌倉 森　功一 千葉東 奥山　栄臣 練馬西 小松　隆浩 岐阜南 小川　純 鰍沢 笠井　辰生 江東東 三輪　武人

西川口 池水　広武 大田原 阿久津　一志 土浦 湯原　豊 朝霞 田中　昌哉 神奈川 月山　裕 桐生 峰岸　康雄 川口 関口　賢一 富良野地方 伊東　忠

燕西蒲 横山　正憲 佐久 中島　豪 小樽 安田　徹 南後志 吉本　貴昭 千葉南 猪狩　久仁男 飯田 中島　隆 長野 山口　浩 栗原 今野　武

札幌西 三上　和彦 旭川中 東堂　賢功 熱田 西村　知晃 室蘭地方 平林　滋明 上尾 尾崎　祥文 坂井 瀬戸　誠市 札幌北 佐原　洋史 気仙地区 吉田　光伸

気仙沼 谷村　明信 仙台南　 相澤　光輝 清水 内田　貴典 塩釜 加藤　則博 氏家 笹沼　功 広島南 高山　薫 花北 瀬川　賢孝 名古屋中村 湯浅　盛丈

二戸 黒澤　一史 胆江 菊地　高広 高田白木 金川　佳寛 津島 加藤　文彦 宮古 山舘　浩 今治 野間　照博 福島 藤井　拓哉 松阪 庄司　榮樹

広島西南 弘川　幸嗣 能代 齋藤　賢人 新見 倉脇　敏弥 高岡 開　章夫 八幡 園田　昌德 鳴門 林　正二 横手 鶴田　典治 中濃 宮部　英門

津山 坂手　信一 山口 山下　篤志 浜田 前澤　信也 出雲 栂野　直宏 高鍋西都 堀内　昌彦 幡多 弘内　英一郎 倉吉 増田　純吾 東広島 亀田　博文

福岡西部 波多江　和仁

鹿児島 牧　眞弘

前橋 清水　英樹 信濃中野 市川　博信 旭川東 酒井　保則 石巻　 今野　英樹 五所川原 安田　博 山形 米本　泰 名古屋西 岩間　健太郎 磐田 岡村　禎之

荒川 遠藤　正幸 立川 髙橋　文博 麻布 前畑　隆之 芝 近藤　丈雄 武蔵府中 新國　政和 町田 加藤　利彦 荏原 小川　真史 川越 石田　信長

保土ケ谷 佐藤　真吾 相模原 佐藤　俊太郎 栃木 中澤　剛 松戸 小林　信基 岩国 西山　隆宏 鹿沼日光 齋藤　潔 帯広地方 小野寺　慎吾 伊勢崎 松永　文彦

東金 土屋　敏則 弘前 福士　圭介 大北 曽根原　幹二 水戸 関川　恵一 小豆島 笠井　正樹 中川 服部　繁雄 秋田北 細川　信二 高田 三牧　好起

木曽 青木　孝尚 酒田 上林　えり 二本松 服部　浩幸 藤岡 赤尾　泰輔 阿波麻植 長濵　司 熱海伊東 若林　直 むつ 大見  竜人 十勝池田地方 遊佐　俊治

浦河地方 坂田　成哉 西尾 本多　淳 米沢 安部　徳朗 白河 大谷　浩男 門司 奥　道雄 南国 池田　繁仁 岡崎 梶川　貴光 登米 佐藤　剛

大崎　 操　義克 藤枝 菅原　慎司 小牧 清水　隆行 寒河江 大沼　寿洋 八代地方 緒方　大輔 田川 香月　太郎 浜松西 内藤　賢二 千種 牧野　敬充

南会津 渡部　芳徳 益田 岡﨑　亨 津 亀井　隆典 名古屋北 竹中　敬治 臼杵津久見 佐藤　慶太 鳥栖 宮原　章彦 伊勢 石川　雄一郎 昭和 浅井　啓介

上十三 小川　秀樹 宇摩 山内　清年 広島東 川村　聡 三島田方 三田　宏一 鹿屋肝属 児玉　拓隆 宇土 九谷　高弘 小浜 時岡　良樹 岐阜北 笠原　幸治

長井 大山　友規憲 安芸 川竹　宏昌 奄美大島 西加　清司 敦賀 岡本　弥市 日南串間 田中　健一 小林 横山　裕一郎 池田 橋口　康彦 魚津 元野　雅樹

四日市 加藤　利幸 七尾 古永　義文 福井 西田　康蔵 富山 寺島　雅峰 厚狭 八橋　志暢 岡山東 平田　宏 松江 坂根　智 坂出 末包　浩基

荻窪 小張　正就 横須賀 飯野　茂 呉 松岡　秀直 京橋 中里　浩士 豊島 加藤　直光 神田 水野　純治 大川 川北　康伸 小石川 豊川　奈帆

伊那 富永　憲和 沼田 木下　康彦 防府 田中　和義 藤沢 砂川　健太 岩見沢地方 浅野　尚 佐原 小林　一弘 大牟田 荻島　造 鶴見 横須賀　雄一

札幌東 野地　秀一 熊谷 髙田　徹 石見大田 林　陽一 大月 吉元　潤 小松 鹿田　稔夫 浦和 三上　博史 伊万里有田 岩﨑　浩 千葉西 伊藤 勝巳

青森 成田　健吾 糸魚川 藤巻　道隆 観音寺 前川　博之 大宮 坂本　哲朗 宇和島 木下　裕介 高崎 竹内　一普 島原 米田　光徳 山梨 宮川　滋

一宮 佐々　憲一 仙南 池田　勲 新居浜 池田　昭大 太田 川﨑　浩文 須崎 多田　拓浩 札幌中 小野　淳 阿蘇 杉本　素一 東松山 利根川　敬行

高知 五藤　栄一郎 静岡 長谷川　靖洋 伊野 西川　健二 広島北 鋤田　敬寛 若松 川地　啓輔 鳥取 出口　敦教 豊後大野 麻生　春彦 日立 皆川　裕

福岡中部 宗　真之介 三原 原　邦高 東福岡 三輪　一貴 児島 高谷　耕治 五島 勝本　政裕 筑紫 小川　嘉雄 南薩 木落　大作 名寄地方 喜多　美仁

平戸 中村　尚広 下関 花元　学 武雄 植松　信安 大洲喜多 満野　真 日田玖珠 高橋　進太郎 佐世保 田添　直記 都城 富田　和美 阿南 今治　広行

人吉地区 永池　勝彦 井笠 坂川　晃一 玉名 横田　真樹 徳島 田村　茂人 串木野日置 外薗　博基 別府 神田　純也 八重山 大浜　寛之 直方 有吉　慶祐

鳴門 松浦　亮秀 高知 山﨑　真人 博多 大木　孝一郎 佐賀 原田　一秀 長崎 大田　光敏 熊本 原　裕一 串木野日置 勘塲　裕司 宮崎 松﨑　裕介

雪谷 黒坂　浩太郎 四谷 太田　昌一郎 本庄 中谷　嘉宏 品川 新井　秀治 小田原 徳田　健司 名古屋西 大橋　正和 東村山 遠藤　敏夫 北沢 菅原　靖

江東西 中山　高徳 木更津 新井　英仁 本荘 橋本　聡 足立 久保木　柾仁 一関地区 宇部　和彦 島田 柳原　一清 中川 塚田　茂人 江戸川南 松﨑　弘洋

茂原 麻生　茂幸 釧路地方 村上　祐二 小倉 細川　忠広 大和 樋田　一徳 刈谷 丸山　直希 鈴鹿 杉野　大雄 磐田 小澤　誠 春日部 山口　剛一

下館 加藤　孝雄 仙台北 清水　俊弘 諫早大村 原田　岳 竜ケ崎 野中　浩 伊豆下田 藤井　大輔 多治見 河地　勝彦 中津川 小木曽　智彦 松本 廣田　伸一

諏訪 深井　孝彦 大曲 一色　浩 天草 鍬田　克樹 吾妻 剣持　宏太郎 飛騨 田中　由泰 松任 吉田　隆之 福山 原田　憲太郎 久慈 木村　英和

新庄 涌井　洋一 名古屋東 橋爪　弘信 中津 若山　典義 大川三潴 石山　裕一郎 飛騨 和仁　浩太郎 竹原豊田 大本　圭介 高梁 山本　則幸 いわき 宗像　真人

久留米 山口　哲生 半田 今津　悠見 指宿 中村　誠 壱岐 山口　浩司 岡山東 鎌坂　隆之 丸亀 黒木　五朗 八女 松木　誠 八戸 石橋　信雄

唐津 松尾　健悟 浜松東 高橋　一博 那覇 平良　修一 川薩 恋塚　健太 竹田 江上　禎一 甘木朝倉 吉森　達 菊池 吉良　慶彦 飯塚 久保井　英樹

対馬 島﨑　顕章 大分 江玉　睦秀 沖縄北部 大城　崇 佐伯 片岡　孝雄

上野 冨坂　伸吾 八王子 安藤　謙一郎 浦和 早坂　直喜 盛岡 鳥居　清孝 須賀川 石井　隆士 秋田南 荻原　慎太郎

日本橋 渡辺　英臣 上野 志賀　吉典 浅草 鈴木　隆夫 練馬東 石山　貴士 杉並 花形　明利 目黒 戸山　顕一

厚木 小山内　豊 平塚 安部　清二 新宿 遠藤　佳孝 葛飾 齊藤　太治 青梅 酒井　透 川崎西 中島　健児

市川 石井　直樹 成田 颯佐　直也 横浜中 山田　泰司 戸塚 牧野　博 秩父 井上　喜郎 行田 大野　哲也

鹿行 関口　明広 山形 吉田　匠寿 古河 森　博一 仙台中 清水　基正 上田 井澤　文彦 村上 遠山　忠宏

三条 加藤　一芳 瀬戸旭 大澤　健一 函館 小澤　紀代 大館 虻川　敬 輪島 谷口　浩之 根室地方 岡野　忠春

札幌南 三寺　健吾 砺波 山田　哲生 相双 戸川　聡 東三河 山口　耕平 行橋 笹原　弘和 釜石地区 上田　康広

伊予西条 石川　裕康 倉敷 山本　修 鶴岡 佐々木　一広 掛川 増田　真樹 宮崎 松田　慎介 名古屋中 西田　達矢

脇町 三好　亘 八幡浜 伊藤　篤司 豊田 柴田　征充 三次 吉川　輝 沖縄中部 小渡　功靖 名古屋中 田中　義明

広島西 廣田　昭

半田 坂本　拓也 鳥取 渡邊　昌子 広島西 村上　洋一 那覇 浦崎　真作 松山 石丸　一臣

本郷 塙　英幸 渋谷 藤野　宏忠 中野 安田　一也 江戸川北 岡本　恒明 板橋 藤中　宏二

玉川 兼益　宏行 本所 荒木　幸太郎 八王子 樫﨑　雅彦 日野 雨宮　克臣 武蔵野 臺　孝之

緑 滝澤　紀史 佐野 福留　俊幸 王子 橋本　修一 銚子 門脇　祥平 深川地方 岩城　智則

足利 富田　勘也 玉野 新木　良成 船橋 大塚　智明 新津 小林　俊明 伊賀 伊藤　英次

須賀川 中島　徹 郡山 山口　松之進 富岡 中田　秀明 四日市 樋口　龍馬 府中 内海　和浩

新城 今泉　和巳 米子 山根　文教 村山 星川　幸男 大垣 田中　禎一 宇部 岩村　誠

岳南 熊王　紀夫 山鹿 本田　幸太郎 沼津 原田 浩 尾道 前田　佳宏 幡多 田辺　豊

岡山西 服部　俊也 宇佐高田 鳥羽　裕二 桑名 羽根　賢 徳山周南 乗川　慎二 北那覇 田場　盛伸

部会長サミット席次

平成 年 月 日（金） ～

岐阜グランドホテル 西館２階 ロイヤルホール

座長 全青連副会長・委員
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大 会 式 典

開催日時◦平成30年11月9日(金) 14:00～15:45
場　　所◦長良川国際会議場 メインホール（メイン）、4階大会議室（サテライト）岐阜市長良福光2695-2　TEL.058-296-1200

青年部会最大の目的である租税教育活動や部会員増強について、各地法人会青年部会の一年
間の取り組みと成果を発表表彰し、全国青年部会の連携強化、さらなる活動と発展のため開
催いたします。

次　第
1 ） 開会
　　第32回法人会全国青年の集い岐阜大会　 大会会長　加藤　誠
2 ） 国歌斉唱
3 ） 来賓紹介
4 ） 主催・主管者紹介
5 ） 主催者挨拶
　　全国法人会総連合青年部会連絡協議会　　　 会長　中村一朗
　　全国法人会総連合　　　　　　　　　　　　 会長　小林栄三
6 ） 来賓祝辞
　　国税庁課税部長	 重藤哲郎 様
　　岐阜県知事	 古田　肇 様
　　岐阜市長	 柴橋正直 様
7 ） 租税教育活動プレゼンテーション結果発表・表彰
8 ） 部会員増強表彰
9 ） 租税教育活動プレゼンテーション最優秀単位会事例発表
10） 岐阜大会宣言
　　第32回法人会全国青年の集い岐阜大会　実行委員長　笠原幸治
11） 大会旗伝達
12） 大分大会PR
13） 閉会
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ごあいさつ

公益財団法人全国法人会総連合

会長  小林　栄三

　第32回「法人会全国青年の集い」岐阜大会の開催にあたり、一言ご挨
拶を申し上げます。
　この青年の集いは、全国の法人会青年部会員の研修と交流の場であ
るとともに、各局連から選抜された単位会が租税教育活動を発表する
場として部会活動の充実に重要な役割を果たしております。本日、「天
下布武」発信の地・岐阜で開催できますことは、全国の青年部会員各
位のご熱意と岐阜県法人会連合会の温かいご支援によるものと感謝申
し上げる次第です。
　さて、私たち法人会は、これまで会員の研さんはもとより、企業の
税務コンプライアンスの向上、租税教育や地域に密着した社会貢献活
動など、様々な公益的活動を幅広く展開してまいりました。
　新たな公益法人等への移行を機に制定した「理念」では、法人会を「税
のオピニオンリーダーとして、国や社会の繁栄に貢献する経営者の団
体」と定義し、今後も税を中心とした活動をより積極的に展開し、引
き続き広く社会に貢献していくこととしております。
　このため、税のあるべき姿や将来像を見据え、国や地方自治体に対
して実施する税の提言活動や啓発活動、企業活動の活性化や地域社会
の健全な発展に資する事業等に一層の力を注いでいきたいと考えてお
ります。
　とりわけ日本の未来を担う子供たちを対象とした租税教育活動につ
いては、青年部会が中心となって全国的な展開を図り、法人会活動の
大きな柱となっております。
　「税」はまさに「国家の礎」であり、子供たちに税の仕組みや役割につ
いて考え、正しく理解してもらうことは、我が国の将来にとって極め
て有意義なことと思います。この租税教育活動をますます充実させる
ため、青年部会の皆さんのご活躍を大いに期待しています。
　本日の岐阜大会には、全国から2,500名におよぶ青年部会員が参加
されており、異業種交流・情報交換の場としてもまたとない機会です。
是非とも一人でも多くの仲間と交流することで、ご自身の経営に活か
していただくことを願っております。
　最後に、ご来賓の皆様方には、法人会のさらなる発展のために、今
後とも温かいご支援・ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げま
して、挨拶とさせていただきます。
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ごあいさつ

公益財団法人全国法人会総連合
青年部会連絡協議会

会長  中村　一朗

　澄んだ空気と清らかな水の流れに育まれた恵み豊かな食と、歴史・
伝統・文化が美しく融合した、ここ岐阜において、第32回「法人会全
国青年の集い」岐阜大会を開催するにあたり、主催者として一言ご挨
拶を申し上げます。
　本日ここに今大会が盛大に開催できますことは、関係諸官庁の皆様
の日頃のご指導と、岐阜県連をはじめとした多くの法人会関係各位の
ご尽力の賜物と厚く御礼申し上げます。
　私たち全法連青年部会連絡協議会では、租税教育活動の積極的な展
開を大きな柱として活動を行っております。平成28年度以降、すべて
の単位会青年部会で租税教育活動が実施されるに至り、全国の好事例
を共有することで、活動の質のより一層の向上を図っているところです。
　日本の未来を担う子供たちが、社会の根幹を成す税について広く学
び、国や地域社会に愛着を持ってもらうための活動は大変に意義深く、
私たちも非常にやりがいと喜びを感じております。こうした活動の充
実が同年代の青年経営者の輪を広げ、部会員数も8年ぶりに33,000名
を回復しました。
　また、「税の使途」にも着目し、子供たちに税の使い道について考え
る機会を提供することのみならず、青連協として積極的に関与して国
の財政健全化に貢献すべく、2040年をゴールとした目標数値の設定と
具体的な行動（アクションプラン）を記した行程表をお示ししたいと考
えております。
　今大会では、各青年部会長の皆様には国の財政健全化について、医
療費適正化と健康経営の二つの観点から、子供たちのために今できる
こと、やるべきことを議論していただき、今後の青年部会の取り組み
の方向性をご理解いただきたいと考えております。
　今大会のスローガン『未来を切り開く先駆けとなれ～「天下布武」発
信の地 岐阜から～』には、「天下布武」を掲げ、既成概念にとらわれな
い発想力と新しい価値を創り出す行動力で戦国時代を駆け抜けた織田
信長のように、リーダーシップを発揮して地域経済を活性化させ、未来
を切り開く先駆けとなる大会としたいとの思いが込められています。
　今大会に参加される青年部会員の皆様には、この思いを胸に刻み今
大会で得られた気付きを、ご自身の企業経営と所属会の活動、地域の
発展にお役立ていただくことを願っております。
　結びに、おもてなしの心をもってお迎えいただき、素晴らしい大会
をつくりあげていただきました加藤大会会長、笠原実行委員長をはじ
めとする大会実行委員会の皆様に心から敬意と感謝を申し上げ、挨拶
に代えさせていただきます。
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ごあいさつ

　全国各地から法人会青年部会員の皆様には、ようこそ「清流の国ぎ
ふ」へお越しいただきました。そして国税ご当局、岐阜県知事、岐阜
市長をはじめ多くのご来賓のご臨席を賜り、第32回「法人会全国青年
の集い」岐阜大会をかくも盛大に開催できますことをお慶び申し上げ
ますとともに、心から歓迎いたします。また、青年部会の皆様が各地
で取り組んでいる租税教育や様々な分野でのご活躍に敬意と感謝を申
し上げますとともに、ここ岐阜からその活動を発信していただけるこ
とを大変光栄に思っております。
　岐阜大会のスローガンは『未来を切り開く先駆けとなれ～「天下布
武」発信の地 岐阜から～』です。
　織田信長公は1567年に岐阜城の城主となり、足かけ10年でさまざま
な改革を行いました。この地を“岐阜”と命名するとともに、楽市楽座
による経済振興や鵜飼文化の保護を行い、現在の岐阜市の礎を築きま
した。また、「天下布武」の印章を使い、天下統一への意欲と理想を表
しました。さらに、軍事力による制圧だけでなく、文化の力での手厚
い“おもてなし”により仲間を増やしています。ポルトガルの宣教師ル
イス・フロイスもその一人です。
　そして1600年、岐阜城から西へ約30キロ離れた関ヶ原の地において、
国中が西軍と東軍に分かれての「天下分け目の戦い」が行われました。
この戦いにより歴史は大きく動き、徳川家康の天下統一へと進んで
いったのです。戦国時代、まさにその中心的な舞台となった地でもあ
ります。
　また、岐阜県は豊かな森と水のおかげで良質な木材や土などに恵ま
れ、美濃和紙、関の刃物、東濃の陶磁器、飛騨の家具・木工など、匠
の技と日本の美を象徴する伝統工芸を生み出しています。そうして培
われたものづくりの精神と技は現在まで受け継がれ、電気機械、自動
車・航空機など幅広く生産されており、地場産業の発展をもたらして
います。
　ご参加の皆様には、『信長公のおもてなし』が息づく戦国城下町・岐
阜を堪能していただき、大会後は、県内各地に足を伸ばし、自然の風景、
温泉並びに食を満喫していただくとともに、戦国の歴史を感じていた
だきたいと存じます。
　結びに、ご来賓、ご列席の皆様のご健勝とご活躍、法人会並びに青
年部会のご発展を祈念いたしまして、歓迎の挨拶といたします。

一般社団法人岐阜県法人会連合会

会長  村瀬　幸雄

― 39 ―



ごあいさつ

　第32回「法人会全国青年の集い」岐阜大会の開催にあたり、全国の法
人会青年部会の皆様には、ここ岐阜の地にお越しいただき、開催地を
代表いたしまして御礼を申し上げますとともに、心より歓迎申し上げ
ます。
　また、今大会の開催にあたり多大なるご指導とご支援を賜りました、
国税ご当局、全国法人会総連合、全国法人会総連合青年部会連絡協議
会役員の皆様、そして本日ご参加いただきました皆様に感謝申し上げ
ます。
　戦国時代にこの地を岐阜と命名しその後の発展に大きな影響を与え
た人物として、戦国武将の織田信長がいます。信長は「美濃を制する
者は天下を制す」との言葉通り、自らの理想のため天下統一を志し、
天下布武を岐阜の地で掲げました。信長は高い先見性と強いリーダー
シップを遺憾なく発揮し、楽市楽座などの斬新な政策を打ち出し、戦
乱で荒れ果てた岐阜のまちを活気ある豊かなまちとして立て直したの
です。
　今大会のスローガンである『未来を切り開く先駆けとなれ～「天下布
武」発信の地 岐阜から～』はこれからの各地青年部会の躍進を目指し
たものです。この岐阜の地で、信長が新たな時代を切り開いたように、
我々青年部会員も、国や地域社会の未来を切り開くために、常に進化
し続ける必要があります。そのためには、私たち自身が、税や税の使
途についてより深く学び、子供たちに税の使い道について考える機会
を提供することによって、租税教育活動の質的向上を追求します。さ
らには、税のオピニオンリーダーとして、国の社会保障制度が抱える
課題解決に対しても主体的に取り組み、次代を担う子供たちのために、
健康経営を通じて国の財政健全化に貢献していくことを目指します。
今大会で全国各地より集う青年部会員が同じ未来を共有し、持続可能
な社会の実現に資する先駆けとなることを祈念いたします。
　また日本列島のほぼ中央に位置する岐阜県は、「木の国山の国」と呼
ばれるように県土の約80％が森林で覆われています。その豊かな森林
に蓄えられた清らかな水が集まり、清流となりまちのなかを雄大に流
れています。今大会期間中には、山の幸、川の幸といったこの地なら
ではの恵みを存分にご堪能いただきながら、有意義な交流が図られま
すことを願っております。
　結びにあたり、今大会にご参加いただきましたすべての皆様のご健
勝ならびにご活躍を衷心よりご祈念申し上げ、歓迎の挨拶とさせてい
ただきます。

第32回
法人会全国青年の集い岐阜大会

大会会長  加藤　　誠
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＜最優秀賞＞　１会

金 沢 局 連 金沢法人会 (石川) 【「税の使いみち総選挙２０１８」～繋がる租税活動】

＜優秀賞＞　２会

【租税教育の世代間伝播

　　～親から子へ、高校生から小学生・中学生へ～】

熊 本 局 連 阿蘇法人会 (熊本) 【租税キャンプIN古代の里キャンプ場】

＜奨励賞＞　９会

【まちだスタイル・「新・かねしばい」

　 　　出前型・イベント型・授業型】

東 京 局 連 山梨法人会 (山梨) 【租税プロジェクトシステム】

関東信越局連 河口法人会 (埼玉) 【小中学校租税教室】

仙 台 局 連 米沢法人会 (山形) 【ＺＥＩＫＩＮクエスト】

名 古 屋 局 連 飛騨法人会 (岐阜) 【身近な租税教室】

広 島 局 連 宇部法人会 (山口) 【書道パフォーマンス＆吹奏楽とのコラボ】

高 松 局 連 宇摩法人会 (愛媛) 【こどもタウン】

福 岡 局 連 諫早大村法人会 (長崎) 【税ストリートの大冒険】

沖 縄 事 務 所 沖縄中部法人会 (沖縄) 【ゆいまーるで租税教室】

租税教育活動プレゼンテーション結果発表・表彰

(北海道)札幌中法人会札 幌 局 連

(東京)町田法人会東 京 局 連

＜最優秀賞＞　１会

金 沢 局 連 金沢法人会 (石川) 【「税の使いみち総選挙２０１８」～繋がる租税活動】

＜優秀賞＞　２会

【租税教育の世代間伝播

　　～親から子へ、高校生から小学生・中学生へ～】

熊 本 局 連 阿蘇法人会 (熊本) 【租税キャンプIN古代の里キャンプ場】

＜奨励賞＞　９会

【まちだスタイル・「新・かねしばい」

　 　　出前型・イベント型・授業型】

東 京 局 連 山梨法人会 (山梨) 【租税プロジェクトシステム】

関東信越局連 河口法人会 (埼玉) 【小中学校租税教室】

仙 台 局 連 米沢法人会 (山形) 【ＺＥＩＫＩＮクエスト】

名 古 屋 局 連 飛騨法人会 (岐阜) 【身近な租税教室】

広 島 局 連 宇部法人会 (山口) 【書道パフォーマンス＆吹奏楽とのコラボ】

高 松 局 連 宇摩法人会 (愛媛) 【こどもタウン】

福 岡 局 連 諫早大村法人会 (長崎) 【税ストリートの大冒険】

沖 縄 事 務 所 沖縄中部法人会 (沖縄) 【ゆいまーるで租税教室】

租税教育活動プレゼンテーション結果発表・表彰

(北海道)札幌中法人会札 幌 局 連

(東京)町田法人会東 京 局 連

大会式典の様子
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■ 県連部門
❶純増基準

■ 単位会部門
❶純増基準

❷新規加入基準

岐阜県連188.8%　　　愛媛県連111.4%　　　愛知県連110.1%

多　治　見（岐　阜）　332.1%
立　　　川（東　京）　252.8%
大　　　垣（岐　阜）　240.3%
栗　　　原（宮　城）　230.8%
中　　　川（愛　知）　213.3%
中　　　濃（岐　阜）　207.8%
岐　阜　南（岐　阜）　203.2%
厚　　　狭（山　口）　146.9%
飛　　　騨（岐　阜）　142.7%
坂　　　出（香　川）　130.8%
岐　阜　北（岐　阜）　130.7%
七　　　尾（石　川）　125.7%
魚　　　津（富　山）　125.4%
川　崎　西（神奈川）　125.0%
岡　山　東（岡　山）　123.7%
高　　　梁（岡　山）　123.5%
江 戸 川 北（東　京）　123.3%
名 古 屋 北（愛　知）　122.5%
上　　　野（東　京）　122.0%
厚　　　木（神奈川）　121.9%
横　浜　南（神奈川）　121.5%
田　　　川（福　岡）　121.4%
広　島　南（広　島）　120.2%
佐　　　原（千　葉）　120.0%
大　　　宮（埼　玉）　119.0%
所　　　沢（埼　玉）　118.9%
久　　　慈（岩　手）　118.2%
王　　　子（東　京）　118.0%
伊　　　那（長　野）　117.5%
松　　　山（愛　媛）　117.3%
福 岡 西 部（福　岡）　117.1%
八　　　戸（青　森）　116.9%
目　　　黒（東　京）　116.4%
宇　　　摩（愛　媛）　116.4%

小　石　川（東　京）　116.1%
佐　　　野（栃　木）　114.8%
本　　　庄（埼　玉）　114.3%
豊　　　島（東　京）　114.3%
札　幌　中（北海道）　113.9%
脇　　　町（徳　島）　113.8%
伊 予 西 条（愛　媛）　113.3%
八　重　山（沖　縄）　113.3%
横　　　手（秋　田）　113.3%
北　那　覇（沖　縄）　113.1%
沖 縄 北 部（沖　縄）　112.9%
阿　　　蘇（熊　本）　112.8%
山　　　鹿（熊　本）　112.8%
佐　　　賀（佐　賀）　112.2%
村　　　上（新　潟）　112.2%
八　　　幡（福　岡）　112.2%
若　　　松（福　岡）　112.1%
浅　　　草（東　京）　111.9%
須　賀　川（福　島）　111.8%
上　　　田（長　野）　111.5%
中　津　川（岐　阜）　111.5%
高 田 白 木（広　島）　111.4%
磐　　　田（静　岡）　111.4%
四　　　谷（東　京）　111.4%
掛　　　川（静　岡）　111.1%
山　　　口（山　口）　111.1%
川　崎　北（神奈川）　111.0%
青　　　梅（東　京）　111.0%
人 吉 地 区（熊　本）　110.7%
豊　　　田（愛　知）　110.7%
葛　　　飾（東　京）　110.3%
岩　　　国（山　口）　110.0%
北　　　薩（鹿児島）　110.0%
気　仙　沼（宮　城）　110.0%

第1位　　岐 阜 県 連　647人
第2位　　東　法　連　641人
第3位　　愛 知 県 連　342人

神奈川県連
千 葉 県 連

埼 玉 県 連
宮 城 県 連

山 形 県 連
静 岡 県 連

山 口 県 連
鳥 取 県 連

香 川 県 連
沖 縄 県 連

東　法　連393人
神奈川県連121人
埼 玉 県 連  38人
宮 城 県 連  37人
広 島 県 連  25人
栃 木 県 連  24人
山 口 県 連  24人

沖 縄 県 連  24人
静 岡 県 連  22人
富 山 県 連  22人
鹿児島県連  22人
茨 城 県 連  19人
長 野 県 連  16人
福 島 県 連  12人

岡 山 県 連  11人
青 森 県 連　 8人
千 葉 県 連　 5人
岩 手 県 連　 4人
佐 賀 県 連　 4人
山 梨 県 連　 3人
山 形 県 連　 3人

石 川 県 連　 2人
鳥 取 県 連　 2人
香 川 県 連　 2人
長 崎 県 連　 2人
新 潟 県 連　 1人
徳 島 県 連　 1人
福 岡 県 連　 1人

優　秀　賞

優　秀　賞

3年連続純増賞

奨　励　賞
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平成29年度 青年部会員増強運動結果

❷新規加入基準 第1位　立　川（東京）269人
第2位　多治見（岐阜）267人
第3位　中　川（愛知）145人

第4位　中　濃（岐阜）108人
第5位　大　垣（岐阜）  90人

岳　　　南（静　岡）15人
鹿　児　島（鹿児島）15人
下　　　館（茨　城）12人
鹿　　　行（茨　城）11人
町　　　田（東　京）10人
半　　　田（愛　知）10人
広　島　西（広　島）10人
相　模　原（神奈川）  9人
新　　　宿（東　京）  8人
鶴　　　見（神奈川）  8人
杉　　　並（東　京）  7人
荒　　　川（東　京）  7人
神　奈　川（神奈川）  7人
川　　　越（埼　玉）  7人
竜　ヶ　崎（茨　城）  7人
宇　都　宮（栃　木）  7人
真　　　岡（栃　木）  7人
盛　　　岡（岩　手）  7人
佐　　　伯（大　分）  7人
那　　　覇（沖　縄）  7人
雪　　　谷（東　京）  6人
藤　　　沢（神奈川）  6人
大　　　和（神奈川）  6人
千　葉　南（千　葉）  6人
木　更　津（千　葉）  6人
熱　　　田（愛　知）  6人
東　三　河（愛　知）  6人
神　　　田（東　京）  5人
北　　　沢（東　京）  5人
練　馬　西（東　京）  5人
日　　　野（東　京）  5人
東　村　山（東　京）  5人
鎌　　　倉（神奈川）  5人
小　田　原（神奈川）  5人
浦　　　和（埼　玉）  5人
秩　　　父（埼　玉）  5人
富　　　岡（群　馬）  5人
長　　　野（長　野）  5人
松　　　本（長　野）  5人
仙　台　北（宮　城）  5人
福　　　島（福　島）  5人

名古屋中村（愛　知）  5人
佐　世　保（長　崎）  5人
麻　　　布（東　京）  4人
板　　　橋（東　京）  4人
戸　　　塚（神奈川）  4人
銚　　　子（千　葉）  4人
伊　勢　崎（群　馬）  4人
佐　　　久（長　野）  4人
一 関 地 区（岩　手）  4人
二　　　戸（岩　手）  4人
郡　　　山（福　島）  4人
西　　　尾（愛　知）  4人
清　　　水（静　岡）  4人
三 島 田 方（静　岡）  4人
金　　　沢（石　川）  4人
広　島　東（広　島）  4人
下　　　関（山　口）  4人
今　　　治（愛　媛）  4人
鹿 屋 肝 属（鹿児島）  4人
江　東　東（東　京）  3人
保 土 ケ 谷（神奈川）  3人
　　緑　　（神奈川）  3人
川　崎　南（神奈川）  3人
茂　　　原（千　葉）  3人
西　川　口（埼　玉）  3人
土　　　浦（茨　城）  3人
新　　　潟（新　潟）  3人
塩　　　釜（宮　城）  3人
　　津　　（三　重）  3人
桑　　　名（三　重）  3人
　　萩　　（山　口）  3人
西　大　寺（岡　山）  3人
鳥　　　取（鳥　取）  3人
長　　　崎（長　崎）  3人
川　　　薩（鹿児島）  3人
大　　　森（東　京）  2人
足　　　立（東　京）  2人
西　新　井（東　京）  2人
本　　　所（東　京）  2人
江 戸 川 南（東　京）  2人
横　浜　中（神奈川）  2人

　　柏　　（千　葉）  2人
甲　　　府（山　梨）  2人
大　　　月（山　梨）  2人
行　　　田（埼　玉）  2人
越　　　谷（埼　玉）  2人
氏　　　家（栃　木）  2人
信 濃 中 野（長　野）  2人
南　後　志（北海道）  2人
名 寄 地 方（北海道）  2人
登　　　米（宮　城）  2人
胆　　　江（岩　手）  2人
相　　　双（福　島）  2人
青　　　森（青　森）  2人
寒　河　江（山　形）  2人
鶴　　　岡（山　形）  2人
浜　松　西（静　岡）  2人
鈴　　　鹿（三　重）  2人
尾　　　鷲（三　重）  2人
小　　　松（石　川）  2人
福　　　井（福　井）  2人
富　　　山（富　山）  2人
井　　　笠（岡　山）  2人
浜　　　田（島　根）  2人
小　豆　島（香　川）  2人
阿　　　南（徳　島）  2人
鳴　　　門（徳　島）  2人
飯　　　塚（福　岡）  2人
対　　　馬（長　崎）  2人
宇　　　土（熊　本）  2人
玉　　　名（熊　本）  2人
竹　　　田（大　分）  2人
日　本　橋（東　京）  1人
本　　　郷（東　京）  1人
世　田　谷（東　京）  1人
向　　　島（東　京）  1人
千　葉　西（千　葉）  1人
市　　　川（千　葉）  1人
館　　　山（千　葉）  1人
山　　　梨（山　梨）  1人
川　　　口（埼　玉）  1人
太　　　田（茨　城）  1人

足　　　利（栃　木）  1人
前　　　橋（群　馬）  1人
柏　　　崎（新　潟）  1人
高　　　田（新　潟）  1人
佐　　　渡（新　潟）  1人
札　幌　北（北海道）  1人
紋 別 地 方（北海道）  1人
二　本　松（福　島）  1人
南　会　津（福　島）  1人
会 津 若 松（福　島）  1人
本　　　荘（秋　田）  1人
五 所 川 原（青　森）  1人
村　　　山（山　形）  1人
新　　　庄（山　形）  1人
酒　　　田（山　形）  1人
米　　　沢（山　形）  1人
名 古 屋 西（愛　知）  1人
新　　　城（愛　知）  1人
島　　　田（静　岡）  1人
坂　　　井（福　井）  1人
奥　　　越（福　井）  1人
広 島 安 芸（広　島）  1人
東　広　島（広　島）  1人
竹 原 豊 田（広　島）  1人
府　　　中（広　島）  1人
宇　　　部（山　口）  1人
岡　山　西（岡　山）  1人
児　　　島（岡　山）  1人
大　　　川（香　川）  1人
新　居　浜（愛　媛）  1人
大 洲 喜 多（愛　媛）  1人
南　　　国（高　知）  1人
筑　　　紫（福　岡）  1人
門　　　司（福　岡）  1人
鳥　　　栖（佐　賀）  1人
武　　　雄（佐　賀）  1人
諌 早 大 村（長　崎）  1人
臼杵津久見（大　分）  1人
中　　　津（大　分）  1人
南　　　薩（鹿児島）  1人

神　　　田（東　京）
日　本　橋（東　京）
四　　　谷（東　京）
大　　　森（東　京）
雪　　　谷（東　京）
世　田　谷（東　京）
北　　　沢（東　京）
新　　　宿（東　京）
青　　　梅（東　京）
横　浜　中（神奈川）
横　浜　南（神奈川）
　　緑　　（神奈川）
川　崎　北（神奈川）
川　崎　西（神奈川）
鎌　　　倉（神奈川）
藤　　　沢（神奈川）
大　　　和（神奈川）
相　模　原（神奈川）
小　田　原（神奈川）

　　柏　　（千　葉）
市　　　川（千　葉）
山　　　梨（山　梨）
浦　　　和（埼　玉）
所　　　沢（埼　玉）
行　　　田（埼　玉）
下　　　館（茨　城）
伊　勢　崎（群　馬）
長　　　野（長　野）
伊　　　那（長　野）
柏　　　崎（新　潟）
塩　　　釜（宮　城）
登　　　米（宮　城）
胆　　　江（岩　手）
一 関 地 区（岩　手）
二　本　松（福　島）
南　会　津（福　島）
相　　　双（福　島）
八　　　戸（青　森）

酒　　　田（山　形）
鶴　　　岡（山　形）
米　　　沢（山　形）
名古屋中村（愛　知）
東　三　河（愛　知）
新　　　城（愛　知）
三 島 田 方（静　岡）
岳　　　南（静　岡）
浜　松　西（静　岡）
　　津　　（三　重）
岐　阜　北（岐　阜）
金　　　沢（石　川）
福　　　井（福　井）
坂　　　井（福　井）
広　島　東（広　島）
高 田 白 木（広　島）
岩　　　国（山　口）
厚　　　狭（山　口）
宇　　　部（山　口）

　　萩　　（山　口）
岡　山　東（岡　山）
西　大　寺（岡　山）
児　　　島（岡　山）
鳥　　　取（鳥　取）
坂　　　出（香　川）
小　豆　島（香　川）
松　　　山（愛　媛）
阿　　　南（徳　島）
脇　　　町（徳　島）
八　　　幡（福　岡）
玉　　　名（熊　本）
阿　　　蘇（熊　本）
臼杵津久見（大　分）
佐　　　伯（大　分）
鹿 屋 肝 属（鹿児島）
那　　　覇（沖　縄）
北　那　覇（沖　縄）

奨　励　賞

3年連続純増賞
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講　　師◦紺野 美沙子さん

	
演　　題◦

「今私たちにできること
～未来のために～」

	
　紺野美沙子さんは女優業の他に国連開発計画

（UNDP)親善大使、岐阜県図書館名誉館長を務めら
れ、また自ら朗読座などを立ち上げ活躍されており
ます。青年部会員として知見を広め発想力、行動力
を高めるために、幅広く活躍されている経験を基に
ご講演いただくことで、この岐阜の地から未来を切
り開く先駆けとなる一助となればと思います。
講師プロフィール：東京都生まれ。夫の両親が岐阜県郡上市出身。1980年、慶応義塾大学在学中にＮＨＫ連続テレビ小説「虹を織る」のヒ
ロイン役で人気を博す。「武田信玄」「あすか」など多数のドラマに出演。舞台「細雪」(原作・谷崎潤一郎)では三女・雪子役を好演。他に、「オッ
トーと呼ばれる日本人」（作：木下順二）、「きんぎょの夢」（原作：向田邦子）、「日本の面影」（作：山田太一）など、硬軟を問わず意欲的
に舞台に取り組んでいる。テレビ・映画・舞台で活躍する一方、1998年、国連開発計画親善大使の任命を受け、カンボジア・パレスチナ・
タンザニア・東ティモール他、アジア・アフリカの各国を視察するなど、国際協力の分野でも活動中。著書に、親善大使として訪れた国
や人々について綴った「ラララ親善大使」(小学館刊)がある。2010年秋から、「紺野美沙子の朗読座」を主宰。音楽や影絵や映像など、様々
なジャンルのアートと朗読を組み合わせたパフォーマンスや、ドラマリーディングを全国各地で公演している。2016年1月岐阜県図書館
名誉館長に就任。

記 念 講 演

開催日時◦平成30年11月9日(金） 16:15～17:30
場　　所◦長良川国際会議場 メインホール（メイン）、4階大会議室（サテライト）岐阜市長良福光2695-2　TEL.058-296-1200
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大 懇 親 会

開催日時◦平成30年11月9日（金） 18：00～19：30
場　　所◦岐阜都ホテル ボールルーム・漣の間・輝の間・青葉の間 岐阜市長良福光2695-2　TEL.058-295-3100

次　第
１） オープニング：岐阜県ＰＲ映像
２） 開会前アトラクション
　  　加藤拓三氏による和太鼓演奏
３） 開会
　　 第32回法人会全国青年の集い岐阜大会　大会会長

加藤　誠
４） 主管者挨拶
　　 岐阜県法人会連合会	 会長　村瀬幸雄
５） 鏡開き　　主賓各位
６） 乾杯
　　 名古屋国税局　　	 局長　金井哲男 様
７） 歓談・アトラクション
　　　美川憲一さんによる歌謡ショー
８） 次回開催地 大分大会ＰＲ
９） 中締め
　　 全国法人会総連合青年部会連絡協議会　　  顧問

醍醐正明
10） 閉会

今宵皆様には、岐阜県らしさのある大懇
親会を通し、会員相互のより一層の交流・
情報交換をしていただくことで、今後の
各単位会の活力の場としていただきます。
また、岐阜県内の食材を使った郷土料理
や地酒をご堪能していただくことで、岐
阜県内の飲食の文化の素晴らしさを知っ
ていただきます。

  岐阜の郷土料理　「鶏ちゃん」鉄板焼き

　飛騨牛の串焼き

　鮎の塩焼き

　五平餅

　飛騨高山の郷土料理　「朴葉味噌」

美川憲一さん

【ＣＨＡＵＤ】（暖）
・飛騨牛の串焼き
・岐阜の郷土料理「鶏ちゃん」鉄板焼き
・鮎の塩焼き
・飛騨高山の郷土料理「朴葉味噌」
・美濃ヘルシーポークと岐阜県産玉葱のバラ焼き
・岐阜県産「宿儺かぼちゃ」のクリームスープ
・五平餅
・きのこ入りホワイトシチューフライと飛騨牛コロッケ
・秋の炊き込みご飯

【ＦＲＯＩＤ】（冷）
・おばんざい各種（小松菜のナムル・各務原キムチ・秋刀魚の南蛮漬）
・鮎の甘露煮
・母袋燻り豆腐のカプレーゼジェノバソース
・アトランティックサーモンと白身魚のマリネ彩野菜と共に
・味噌風味ローストポークと奥美濃古地鶏ハムの盛り合わせ
・飛騨高山漬物「赤かぶ」「めしどろぼう」
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大懇親会の様子
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物　産　展

開催日時◦平成30年11月9日（金） 11：00～15：00（※飲食は13：45まで）
場　　所◦飲食ブース　岐阜都ホテル2階

販売ブース　長良川国際会議場 岐阜都ホテル 連絡路 岐阜メモリアルセンター 第3駐車場
　　　　　　　  岐阜市長良福光2695-2　TEL.058-295-3100

日本刀アイス

飲食ブース
・特製かつサンド　・飛騨牛まん　・ハヤシライス
・黒からあげ　・鮎寿司　・日本刀アイス　・五平餅　など
販売ブース
・鮎菓子　・栗きんとん　・献上かすてら　・柿ういろ
・関牛乳　・美濃和紙　・明宝フランク　・水まんじゅう
・地酒　など

開催地である岐阜の食や名産品を紹介させて
いただき、岐阜ならではの食や体験を、楽し
んでいただきたいと考えております。名産品
は岐阜県全域（地域軸）から、また、伝統ある
ものから現代性のある新しいもの（時間軸）ま
で幅広く取り揃え、参加者に楽しんでいただ
きたいと考えております。

栗きんとん

黒からあげ

ハヤシライス

関牛乳

岐阜の地酒

特製かつサンド

岐阜都ホテル 長良川国際会議場
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物産展出店一覧

物　販
No. 出店企業名 単位会 内　容 Ｐ　Ｒ

●❶ 伸光製菓㈱ 岐阜北 鮎菓子
栗きんとん

岐阜を代表する銘菓鮎菓子｢飛あ
ゆ｣を販売します。
岐阜の栗100％使用の郷土銘菓
｢栗きんとん｣を販売します。

●❷ ㈲亀甲屋本舗 岐阜北 うかい鮎（鮎菓子）
栗きんとん

1947年創業。今までに菓子博
などでいくつも受賞している和
菓子店です。

●❸ 長崎屋本店 岐阜北
味噌松風
ゆず味噌松風
松風　　　　　　他

創業享保５年（1720年）。
江戸時代から伝わる岐阜銘菓で
す。

●❹ ㈴玉井屋本舗 岐阜北

登り鮎
やき鮎　
利久松風
栗きんとん
献上かすていら
天風

明治41年創業。岐阜を代表する
銘菓「登り鮎」「やき鮎」などを
創ってきました。
近年は岐阜の地ならではの｢奥美
濃古地鶏｣ の卵を使った ｢フロイ
スから信長公へ献上かすていら｣
や ｢天風｣ など信長好みのお菓子
も人気です。

●❺ ㈱長良ういろ 岐阜北
柿ういろ
栗むしういろ
栗きんとんういろ

ながらういろは歴史上名声高く
風光明眉を誇る岐阜城下、長良
川の清流の如く従来の歯ごたえ
ある味覚そのまま生かした中に
独特の風味を誇っております。

●❻ 金蝶堂 岐阜北
あゆ菓子
金蝶まんじゅう
栗きんとん
栗きんとん餅

岐阜銘菓あゆ菓子をはじめ、旬
の栗きんとんも販売します。

●❼ 恵那栗工房　良平堂 中津川
干し柿の中に栗きん
とん入り｢栗福柿｣
伊勢神宮に奉納 ｢栗
きんとん｣

創業70年を越える和菓子店。地
元の和栗・柿を使ったお菓子で
人気のお店です。

●❽ マルコ醸造㈱ 中津川

五平餅セット　
味噌カツのタレ
菊芋味噌漬
あじめこしょう一味
田舎みそ　　　　他

｢半分、青い。｣で人気となった五
平餅とたれがあります。
(五平たれをつくって半世紀)

●❾
刃物屋　三秀
美濃和紙丸重製紙企業組合
ＫＲフードサービス

中　濃 刃物
和紙

男の身だしなみグッズ、美濃和
紙の小物、関ＳＡの売れ筋お土
産品を揃えております。

●� 明宝特産物加工㈱ 中　濃 明宝フランク
網の上で焼かれた醤油味のフラ
ンクで、パリッとした皮の食感
とジューシーな肉汁が口の中で
広がります。

●� きぬや 中　濃 五平餅など 今話題の五平餅です。

●� 御菓子つちや 大　垣
水まんじゅう　
柿羊羹
みずのいろ　　　他

水まんじゅうをはじめとした大
垣銘菓を販売します。

●� 飛騨法人会青年部会 飛　騨 飛騨の地酒他、話題
の飛騨の名産品

日本酒の聖地「飛騨」の地酒を中
心に飛騨の魅力をお届けします。

●� 関牛乳 中　濃 立ち飲みミルクバー ご当地牛乳のビン牛乳、腰に手
を当てて味わってください。

●� ジビエ山県 岐阜南 鹿肉入たこ焼き たこ焼きの中にはなにが？今話
題のジビエ料理です。

●� やりほ 飛　騨 みたらし団子 醤油味でお酒によく合う飛騨の
みたらし団子です。

●� 岐阜北法人会青年部会 岐阜北 地酒　等 長良川の伏流水を使った地酒や
名産をどうぞ。

●� ㈲金亀館 飛　騨 駅弁
昭和9年、高山駅開業以来駅弁
を作り続けて84年。楽しい、美
味しい駅弁をお届けします。

飲　食
No. 出店企業名 単位会 内　容 Ｐ　Ｒ

●❶ 関からあげ学会 中　濃 黒からあげ
何だこの黒いのは！？
関のＢ級グルメの黒からです。
衣にひじきと関産しいたけの
粉末を使用しています。

●❷ 日本刀アイスを
作る会 中　濃 日本刀アイス

日 本 刀 の ふ る さ と 関 市 の
ニュースイーツです。ひんや
りおいしい刀です。

●❸
山県市商工会内
山県ハヤシライス
研究所

岐阜北 ハヤシライス
ハヤシライスの生みの親『早矢
仕有的』（㈱丸善創業者）の出身
地である岐阜県山県市より～
おもてなしの心～を届けたい。

●❹ 銀の森
コーポレーション 中津川

飛騨牛まん
どら焼き
栗きんとん

おいしいもので人のしあわせ
をつくります。

●❺
ＭＯＥＴ＆
ＣＨＡＮＤＯＮ
ＢＡＲ  ｂｙ
ＣＵＣＩＮＡ

（クッチーナ）

大　垣
飛騨牛
牛スジ煮込み
牛たんのせ
モエシャンドン

スタイリッシュな一皿から気
軽なナショナルディッシュま
で本場イタリアの味をお届け。

●❻ 日本料理　松廣 岐阜南

（焼き）鮎寿司
（田楽）鮎寿司
焼き鮎の押し寿司

（長良川天然鮎を
使用）

創業130年伝統の日本料理を
心和む雰囲気で。

●❼ アリス食堂 飛　騨 特製かつサンド　

有名な「トランブルー」を輩出
した「なるせパン」のパンと飛
騨産の豚肉を使用したかつサ
ンド。全国百貨店でも実績あ
る人気の商品です。

●❽ 多治見法人会
青年部会 多治見 五平餅

ＮＨＫ朝ドラ「半分、青い。」で
有名なご当地名産の五平餅で
す。

●❾ ＢＵＺＺ（バズ） 多治見 ボーノポーク
ドリンク

お飲み物とおいしい地のもの
をご用意しております。

●� 水野産業 岐阜南 各務原キムチ炒飯
各務原キムチを使った男飯！！
口に入れたとたん ｢ガツうま！｣
が広がります。

●� 岐阜北法人会
青年部会 岐阜北 餃子

スポーツトレーナーが推奨す
る岐阜の素材を使ったパー
フェクトフード！！

●� 玉宮とろり 岐阜南 飛騨牛ステーキ
岐阜市の新名所玉宮の人気店。
岐阜のグルメでははずせない
飛騨牛を特製のソースでどう
ぞ。
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租税教育活動パネル展示

開催日時◦平成30年11月9日（金） 11:00～17:30
場　　所◦長良川国際会議場 ホワイエ 岐阜市長良福光2695-2 TEL.058-296-1200
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ご来賓名簿

団体名 役　職 氏　名

国税庁 徴収部長 山崎　浩二 様

課税部法人課税課長 鈴木　孝直 様

名古屋国税局 局長 金井　哲男 様

課税第二部長 岩田　和之 様

課税第二部次長 北川　昌弘 様

課税第二部法人課税課長 浅井　清貴 様

岐阜北税務署 署長 曾根　義光 様

岐阜県 知事 古田　　肇 様

岐阜市 市長 柴橋　正直 様

岐阜県商工会議所連合会 会長 村瀬　幸雄 様

名古屋税理士会
岐阜県支部連合会 会長 玉田　　眞 様

岐阜県間税会連合会 会長 澤田　栄一 様

納税協会連合会
青年部会連絡協議会 会長 岩橋　一博 様

大同生命保険㈱ 常務執行役員業務本部長 小笠原　康 様

ＡＩＧ損害保険㈱ 執行役員マーケット統括 辻村　　健 様

アフラック生命保険㈱ 執行役員 堀内　正紀 様
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主催・主管者名簿

団体名 役　職 氏　名

全国法人会総連合 会長 小林　栄三

青年部会・女性部会担当副会長 北村　哲志

女性部会連絡協議会会長 若松恵美子

専務理事 松﨑也寸志
全国法人会総連合
青年部会連絡協議会 会長 中村　一朗

顧問 醍醐　正明

副会長（会務担当） 巣守　佳之

副会長 金井　由光

副会長 相原　紀幸

副会長 伊原　　修

副会長 玉川　裕一

副会長 杉本　匡規

副会長 佐藤　知樹

副会長 杉山　和宏

副会長 小杉　善文

副会長 山本　昌宏

副会長 米子幸一郎

副会長 川畑康太郎

副会長 脇田　武彦

副会長 玉城　一朗

岐阜県法人会連合会 会長 村瀬　幸雄

岐阜大会 大会会長 加藤　　誠

実行委員長 笠原　幸治
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東京国税局管内

東京都 	
東法連
麹町法人会
神田法人会
日本橋法人会
京橋法人会
芝法人会
四谷法人会
麻布法人会
小石川法人会
本郷法人会
上野法人会
浅草法人会
品川法人会
荏原法人会
大森法人会
雪谷法人会
蒲田法人会
世田谷法人会
北沢法人会
玉川法人会
目黒法人会
渋谷法人会
新宿法人会
中野法人会
杉並法人会
荻窪法人会
板橋法人会
練馬東法人会
練馬西法人会
豊島法人会
王子法人会
荒川法人会
足立法人会
西新井法人会
本所法人会
向島法人会
葛飾法人会
江戸川北法人会
江戸川南法人会
江東西法人会
江東東法人会
青梅法人会
八王子法人会
日野法人会
町田法人会
立川法人会
東村山法人会
武蔵野法人会
武蔵府中法人会

神奈川県 	
神奈川県連
横浜中法人会
横浜南法人会
保土ケ谷法人会
戸塚法人会
神奈川法人会
緑法人会
鶴見法人会
川崎南法人会
川崎北法人会
川崎西法人会
横須賀法人会
鎌倉法人会
藤沢法人会
平塚法人会
厚木法人会
大和法人会
相模原法人会
小田原法人会

千葉県 	
千葉県連
千葉東法人会
千葉西法人会
千葉南法人会
成田法人会
松戸法人会
柏法人会
市川法人会
船橋法人会

佐原法人会
銚子法人会
東金法人会
茂原法人会
木更津法人会
館山法人会

山梨県 	
山梨県連
甲府法人会
大月法人会
山梨法人会
鰍沢法人会

関東信越国税局管内

埼玉県 	
埼玉県連
浦和法人会
朝霞法人会
大宮法人会
上尾法人会
川口法人会
西川口法人会
川越法人会
所沢法人会
東松山法人会
秩父法人会
熊谷法人会
本庄法人会
行田法人会
春日部法人会
越谷法人会

茨城県 	
茨城県連
水戸法人会
太田法人会
日立法人会
鹿行法人会
竜ヶ崎法人会
土浦法人会
下館法人会
古河法人会

栃木県 	
栃木県連
宇都宮法人会
鹿沼日光法人会
真岡法人会
栃木法人会
大田原法人会
氏家法人会
足利法人会
佐野法人会

群馬県 	
群馬県連
前橋法人会
伊勢崎法人会
高崎法人会
藤岡法人会
富岡法人会
吾妻法人会
沼田法人会
桐生法人会
東毛法人会

長野県 	
長野県連
長野法人会
佐久法人会
上田法人会
諏訪法人会
伊那法人会
飯田法人会
木曽法人会
松本法人会
大北法人会
信濃中野法人会

新潟県 	
新潟県連

新潟法人会
新津法人会
新発田法人会
燕西蒲法人会
三条法人会
長岡法人会
小千谷法人会
十日町法人会
柏崎法人会
高田法人会
糸魚川法人会
村上法人会
佐渡法人会

札幌国税局管内

北海道 	
北海道連
札幌中法人会
札幌西法人会
札幌北法人会
札幌東法人会
札幌南法人会
函館法人会
江差地方法人会
八雲地方法人会
小樽法人会
余市地方法人会
南後志法人会
岩見沢地方法人会
滝川地方法人会
深川地方法人会
旭川中法人会
旭川東法人会
富良野地方法人会
名寄地方法人会
留萌地方法人会
稚内地方法人会
室蘭地方法人会
浦河地方法人会
苫小牧地方法人会
網走地方法人会
紋別地方法人会
北見地方法人会
釧路地方法人会
帯広地方法人会
十勝池田地方法人会
根室地方法人会

仙台国税局管内

宮城県 	
宮城県連
仙台北法人会
仙台中法人会
仙台南法人会
塩釜法人会
大崎法人会
栗原法人会
登米法人会
石巻法人会
気仙沼法人会
仙南法人会

岩手県 	
岩手県連
盛岡法人会
花北法人会
胆江法人会
一関地区法人会
気仙地区法人会
釜石地区法人会
宮古法人会
久慈法人会
二戸法人会

福島県 	
福島県連
福島法人会
二本松法人会
郡山法人会
須賀川法人会
南会津法人会
会津若松法人会

会津喜多方法人会
白河法人会
いわき法人会
相双法人会

秋田県 	
秋田県連
秋田南法人会
秋田北法人会
大館法人会
能代法人会
本荘法人会
大曲法人会
横手法人会
湯沢法人会

青森県 	
青森県連
青森法人会
弘前法人会
黒石法人会
五所川原法人会
上十三法人会
むつ法人会
八戸法人会

山形県 	
山形県連
山形法人会
寒河江法人会
村山法人会
新庄法人会
酒田法人会
鶴岡法人会
長井法人会
米沢法人会

名古屋国税局管内

愛知県 	
愛知県連
名古屋中法人会
名古屋東法人会
千種法人会
名古屋北法人会
名古屋西法人会
名古屋中村法人会
昭和法人会
熱田法人会
中川法人会
小牧法人会
瀬戸旭法人会
一宮法人会
津島法人会
半田法人会
刈谷法人会
西尾法人会
岡崎法人会
豊田法人会
東三河法人会
新城法人会

静岡県 	
静岡県連
静岡法人会
清水法人会
伊豆下田法人会
沼津法人会
三島田方法人会
熱海伊東法人会
岳南法人会
藤枝法人会
島田法人会
磐田法人会
掛川法人会
浜松西法人会
浜松東法人会

三重県 	
三重県連
津法人会
桑名法人会
鈴鹿法人会
四日市法人会

松阪法人会
伊勢法人会
伊賀法人会
尾鷲法人会

岐阜県 	
岐阜県連
岐阜北法人会
岐阜南法人会
大垣法人会
中濃法人会
多治見法人会
中津川法人会
飛騨法人会

金沢国税局管内

石川県 	
石川県連
金沢法人会
松任法人会
小松法人会
七尾法人会
輪島法人会

福井県 	
福井県連
福井法人会
坂井法人会
奥越法人会
南越法人会
敦賀法人会
小浜法人会

富山県 	
富山県連
富山法人会
魚津法人会
高岡法人会
砺波法人会

広島国税局管内

広島県 	
広島県連
広島東法人会
広島西法人会
広島南法人会
広島西南法人会
呉法人会
広島安芸法人会
広島北法人会
高田白木法人会
東広島法人会
竹原豊田法人会
尾道法人会
三原法人会
福山法人会
府中法人会
三次法人会
庄原法人会

山口県 	
山口県連
山口法人会
岩国法人会
柳井法人会
徳山周南法人会
光・熊毛郡法人会
防府法人会
厚狭法人会
下関法人会
宇部法人会
長門法人会
萩法人会

岡山県 	
岡山県連
岡山東法人会
岡山西法人会
西大寺法人会
瀬戸法人会
玉野法人会
児島法人会

倉敷法人会
玉島法人会
井笠法人会
高粱法人会
新見法人会
真庭法人会
津山法人会

鳥取県 	
鳥取県連
鳥取法人会
倉吉法人会
米子法人会

島根県 	
島根県連
松江法人会
雲南法人会
出雲法人会
石見大田法人会
浜田法人会
益田法人会
隠岐法人会

高松国税局管内

香川県 	
香川県連
高松法人会
丸亀法人会
観音寺法人会
坂出法人会
大川法人会
小豆島法人会

愛媛県 	
愛媛県連
松山法人会
今治法人会
伊予西条法人会
新居浜法人会
宇摩法人会
大洲喜多法人会
八幡浜法人会
宇和島法人会

徳島県 	
徳島県連
徳島法人会
阿波麻植法人会
阿南法人会
鳴門法人会
脇町法人会
池田法人会

高知県 	
高知県連
高知法人会
伊野法人会
幡多法人会
須崎法人会
南国法人会
安芸法人会

福岡国税局管内

福岡県 	
福岡県連
福岡中部法人会
福岡西部法人会
博多法人会
東福岡法人会
筑紫法人会
八幡法人会
若松法人会
直方法人会
田川法人会
飯塚法人会
久留米法人会
甘木朝倉法人会
大川三潴法人会
八女法人会
大牟田法人会
小倉法人会

門司法人会
行橋法人会

佐賀県 	
佐賀県連
佐賀法人会
鳥栖法人会
唐津法人会
武雄法人会
伊万里有田法人会

長崎県 	
長崎県連
長崎法人会
諌早大村法人会
佐世保法人会
島原法人会
平戸法人会
五島法人会
壱岐法人会
対馬法人会

熊本国税局管内

熊本県 	
熊本県連
熊本法人会
宇土法人会
玉名法人会
山鹿法人会
菊池法人会
阿蘇法人会
八代地方法人会
人吉地区法人会
天草法人会

大分県 	
大分県連
大分法人会
別府法人会
臼杵津久見法人会
佐伯法人会
豊後大野法人会
竹田法人会
日田玖珠法人会
中津法人会
宇佐高田法人会

鹿児島県 	
鹿児島県連
鹿児島法人会
串木野日置法人会
南薩法人会
指宿法人会
川薩法人会
北薩法人会
姶良伊佐法人会
曽於法人会
鹿屋肝属法人会
種子屋久法人会
奄美大島法人会

宮崎県 	
宮崎県連
宮崎法人会
日南串間法人会
都城法人会
小林法人会
高鍋西都法人会
宮崎県北法人会

沖縄国税事務所管内

沖縄県 	
沖縄県連
那覇法人会
北那覇法人会
沖縄中部法人会
沖縄北部法人会
沖縄宮古法人会
八重山法人会

参加登録法人会
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岐阜大会組織図

顧問

杉山　和宏（飛　騨）

総務委員会

総務委員長
酒井　本文（岐阜北）

大会式典・記念講演委員会

大会式典・記念講演委員長
井澤　好彰（多治見）

大懇親会委員会

大懇親会委員長
北村　友一（岐阜南）

ウェルカムパーティー・
部会長サミット委員会

ウェルカムパーティー・
部会長サミット委員長
服部　裕二（大　垣）

租税教育活動
プレゼンテーション委員会

租税教育活動
プレゼンテーション委員長

山本　浩嗣（中津川）

物産展委員会

物産展委員長
田中　由泰（飛　騨）

エクスカーション委員会

エクスカーション委員長
松田　一浩（中　濃）

大会会長

加藤　　誠（多治見）

大会副会長

後藤　　聡（岐阜北）
稲垣　康雄（岐阜南）
小野　史宏（大　垣）
吉田　宰志（中　濃）
松本　　達（多治見）
末松　利夫（中津川）
山腰　哲也（飛　騨）

実行委員長

笠原　幸治（岐阜北）

副実行委員長

戸野部宏昌（岐阜南）

事務局
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表 敬 訪 問

訪問日時◦平成30年11月7日（水） 13:30～17:00
訪 問 先◦岐阜県庁
　　　　　岐阜市役所
　　　　　岐阜北税務署
　　　　　岐阜新聞社
　　　　　岐阜放送
　　　　　中日新聞社
　　　　　ＮＨＫ岐阜放送局

訪 問 者◦全国法人会総連合青年部会連絡協議会
　　　　　　　会　長　　　　　　中村　一朗（広島）
　　　　　　　会務担当副会長　　巣守　佳之（広島）
　　　　　　　顧　問　　　　　　醍醐　正明（東京）
　　　　　　　副会長　　　　　　玉川　裕一（札幌）
　　　　　第３２回「法人会全国青年の集い」岐阜大会
　　　　　　　会　長　　　　　　加藤　　誠
　　　　　　　実行委員長　　　　笠原　幸治
　　　　　　　顧　問　　　　　　杉山　和宏

（随行　全法連 服部部長・岐阜県連 岡田事務局長／小野木カメラマン）

― 54 ―



広報・マスコミ対応

大会WEBサイト
トップページ

2018年（平成30年）
11月8日（木）

岐阜新聞 朝刊
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広報・マスコミ対応

2018年（平成30年）
11月8日（木）

岐阜新聞 朝刊

2018年（平成30年）
11月10日（土）

岐阜新聞 朝刊

2018年（平成30年）
11月10日（土）

中日新聞 朝刊2018年（平成30年）
11月11日（日）

中日新聞 朝刊
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大会報告書（1）
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大会報告書（2）
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大会報告書（3）
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大会報告書（4）
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大会報告書（5）
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大会報告書（6）
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大会報告書（7）
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大会報告書（8）
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大会報告書（9）
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大会報告書（10）
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大会報告書（11）
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大会報告書（12）
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大会報告書（13）
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<収入の部> 平成31年2月1日現在　　(単位：円)

予 算 額 決算額 差異 備考

△ 7,095,000  15,000×2,473名

全法連事業費

 岐阜県（200万円）・岐阜観光コンベンション協会（50万円）

雑収入 △ 30,000  お祝い金

△ 6,125,000

<支出の部>
予 算 額 決算額 差異 備考

総務・運営管理費

会議費  会議資料費・会場費・旅費交通費 他

会場費 △ 759,940
　　　租税プレゼンテーション  岐阜グランドホテル

　　　部会長サミット △ 237,600  岐阜グランドホテル

　　　式典・講演会 △ 438,100  長良川国際会議場

　　　物産展 △ 235,980  岐阜都ホテル

　　　大懇親会 △ 13,500  岐阜都ホテル

会場設営費

　　　租税プレゼンテーション  会場内設営、映像・音響・照明　他

　　　部会長サミット △ 307,800  　　　　　　　　〃

　　　式典・講演会  　　　　　　　　〃

　　　物産展 △ 486,174  テント、電源、水回り、撤収費用　他

　　　大懇親会 △ 246,240  会場内設営、映像・音響・照明　他

記念品代  物産展チケット

スタッフ関係費 △ 627,727  当日スタッフ費用、宿泊、弁当代、交通費　他

運輸・運営関係費 △ 302,732  シャトルバス・クローク・イベント保険料他

諸経費  各種手数料・清掃費用 他

広報・渉外関係費 △ 1,894,273

大会ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等 △ 500,000  大会資料、手提袋用シール、名札入れ・新聞

案内パンフレット △ 646,400  資料一式、講演広告費

ナイトマップ等作成費  ナイトマップ・ランチマップ

広報費 △ 995,688  講演会告知費用、大会ＰＲ・案内ブース、広告看板類、大会のぼり

大会ＨＰ

ＰＲ用ＤＶＤ △ 64,563  ＤＶＤ作成費用

前年高知大会ＰＲ

報告書作成（ＤＶＤほか）  ＤＶＤ作成100万円、報告資料一式、コピー費

諸経費  各種手数料他

租税プレゼンテーション

諸経費  印刷物、司会料、鉛筆等

部会長サミット △ 959,341

運営費 △ 1,024,919  講師謝金・司会等謝金、交通費、鉛筆等

諸経費  文具類等

式典・講演会 △ 398,229

講師謝金  講師謝金、交通費、講師弁当

諸謝金  司会料、オープニングセレモニー、来賓リボン、着付け

運営費 △ 936,185  台本印刷

諸経費  演題花、記念講演会ﾁﾗｼ

大懇親会 △ 4,059,499

飲食費 △ 4,294,025

アトラクション費等 △ 89,986  メイン・サブアトラクション関係費

諸経費  シミュレーション費用等、タクシー代、交通費、升

物産展 △ 17,714

諸経費 △ 17,714  チケット印刷代・廃棄物処理・夜間警備

エクスカーション

諸経費  輸送バス、バス駐車場賃貸、荷物運搬費

その他

△ 6,125,000

科　目

支出合計（Ｂ）
収支差額（Ａ）-（Ｂ）

第32回 「法人会全国青年の集い」 岐阜大会　収支決算報告書

科　目

大会登録料

保険３社広告協賛

自治体補助金（県・市）ほか

収入合計（Ａ）

第32回「法人会全国青年の集い」岐阜大会　収支決算書
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